
（
三
）
大
唐
神 し

ん

都 と

青
龍
寺
故

も
と
の

三
朝
の
國
師
灌
頂
の
阿
闍
梨
惠
果
和
尚
の
碑 

日
本
國

や
ま
と
の
く
に

學
法
の
弟
子
苾
芻

ひ
つ
し
ゅ

空
海
文
を
撰
ぶ 

 

城
中
ヲ
歴
テ
名
徳
ヲ
訪
フ
ニ
、
偶
然
ト
シ
テ
青
龍
寺
東
院
ノ
和
尚
、
法
ノ
諱
ハ
恵
果
阿
闍
梨
ニ
遇
ヒ

奉
ル
。 

 

空
海
、
西
明
寺
ノ
志
明
談
勝
法
師
等
五
六
人
ト
同
ジ
ク
往
ヒ
テ
和
尚
ニ
見
ユ
。
和
尚
忽
チ
見
テ
笑
ヲ

含
ミ
、
喜
歓
シ
テ
告
ゲ
テ
言
ワ
ク
。
我
先
ヨ
リ
汝
ガ
来
レ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
、
相
待
ツ
コ
ト
久
シ
。

今
相
見
ユ
ル
コ
ト
大
ヒ
ニ
好
シ
、
大
ヒ
ニ
好
シ
。
報
命
竭
キ
ナ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
付
法
ニ
人
ナ
シ
。 

 

必
ズ
須
ク
速
カ
ニ
香
花
ヲ
弁
ジ
テ
、
潅
頂
壇
ニ
入
ル
ベ
シ
ト
。 

六
月
上
旬
ニ
学
法
潅
頂
壇
ニ
入
ル
。
是
ノ
日
大
悲
胎
蔵
ノ
大
曼
陀
羅
ニ
臨
ミ
法
ニ
依
リ
テ
花
ヲ
抛
ツ

ニ
、
偶
然
ト
シ
テ
中
台
毘
盧
遮
那
如
来
ノ
身
上
ニ
着
ク
。 

五
部
潅
頂
ニ
沐
シ
、
三
密
加
持
ヲ
受
ク
。
是
ヨ
リ
以
後
胎
蔵
ノ
梵
字
儀
軌
ヲ
受
ケ
、
諸
尊
ノ
瑜
伽
観

智
ヲ
学
ス
。 

 



七
月
上
旬
ニ
更
ニ
金
剛
界
ノ
大
曼
荼
羅
ニ
臨
ミ
、
重
ネ
テ
五
部
潅
頂
ヲ
受
ク
。
亦
抛
ツ
ニ
毘
盧
遮
那

ヲ
得
タ
リ
。
和
尚
驚
嘆
シ
タ
マ
フ
コ
ト
前
ノ
如
シ
。
八
月
上
旬
ニ
モ
亦
伝
法
阿
闍
梨
位
ノ
潅
頂
ヲ
受

ク
。
是
ノ
日
五
百
ノ
僧
斎
ヲ
設
ケ
、
普
ク
四
衆
ヲ
供
ス
。
青
龍
大
興
善
寺
等
ノ
供
奉
大
徳
等
、
並
ビ

テ
斎
筵
ニ
臨
ミ
、
悉
ク
皆
随
喜
ス
。
『
金
剛
頂
瑜
伽
』
五
部
真
言
密
契
相
続
ヒ
テ
受
ケ
、
梵
字
梵
讃

間
モ
テ
是
ヲ
学
ス
。 

 

宣
シ
ク
是
ノ
両
部
大
曼
荼
羅
、
一
百
余
部
ノ
金
剛
乗
ノ
法
、
及
ビ
三
蔵
転
付
ノ
物
、
並
ビ
ニ
供
養
ノ

具
等
、
本
郷
ニ
帰
リ
テ
海
内
ニ
流
伝
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
。
纔
ニ
汝
ガ
来
レ
ル
ヲ
見
テ
、
命
ノ
足
ラ
ザ

ル
ヲ
恐
レ
ヌ
。
今
即
チ
授
法
ノ
在
ル
ア
リ
。
経
像
ノ
功
畢
ン
ヌ
。
早
ク
郷
国
ニ
帰
リ
、
以
テ
国
家
ニ

奉
ジ
、
天
下
ニ
流
布
シ
テ
、
蒼
生
ノ
福
ヲ
増
セ
。
然
レ
バ
則
チ
四
海
泰
ク
万
人
楽
シ
マ
ン
。
是
則
チ

仏
恩
ヲ
報
ジ
師
徳
ヲ
報
ズ
。
国
ノ
為
ニ
ハ
忠
ナ
リ
、
家
ニ
於
テ
ハ
孝
ナ
リ
。
義
明
供
奉
ハ
此
処
ニ
シ

テ
伝
ヘ
ン
。
汝
ハ
其
レ
行
キ
テ
、
是
ヲ
東
国
ニ
伝
ヘ
ヨ
。
努
力
、
努
力
。
（
「
請
来
目
録
」
） 

 

青
龍
寺
は
、
西
明
寺
と
は
正
反
対
の
方
角
、
東
側
の
城
壁
南
門
の
「
延
興
門
」
の
目
の
前
、
左
街
の
最

東
辺
、
新
昌
坊
南
門
の
東
の
高
台
に
あ
っ
た
。
当
時
は
参
詣
者
も
多
く
に
ぎ
や
か
な
密
教
寺
院
で
あ
っ
た

ら
し
い
。 

隋
の
文
帝
に
よ
っ
て
五
八
二
年
に
「
霊
感
寺
」
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
唐
代
の
初
期
に
は
戦
乱
の
た
め

一
時
廃
寺
に
な
っ
た
が
、
高
宗
の
時
に
先
帝
太
宗
の
娘
城
陽
公
主
が
病
に
倒
れ
、
法
朗
と
い
う
密
教
僧
（
三



論
宗
の
法
朗
で
は
な
い
）が
真
言
を
唱
え
る
と
霊
験
が
あ
り
公
主
の
奏
上
に
よ
り
再
興
さ
れ
て
「
観
音
寺
」

と
な
っ
た
。
そ
の
後
睿
宗
の
七
一
一
年
、
改
名
さ
れ
て
「
青
龍
寺
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
恵
果
の
時
代
ま
で
は
密
教
寺
院
だ
っ
た
形
跡
は
な
い
が
、
恵
果
の
ほ
か
恵
応
、
恵
則
、
惟
尚
、
弁
弘
、

恵
日
、
義
満
、
義
明
、
義
照
、
義
操
、
義
愍
、
さ
ら
に
そ
の
弟
子
ら
の
高
僧
が
輩
出
し
、
平
安
時
代
に
入

唐
し
た
留
学
僧
八
人
（
最
澄
、
空
海
、
常
暁
、
円
行
、
円
仁
、
恵
運
、
円
珍
、
宗
叡
）
の
う
ち
六
人
を
教

え
た
。
そ
の
う
ち
義
操
は
空
海
と
並
ぶ
正
嫡
で
、
さ
ら
に
日
本
僧
と
は
大
変
縁
が
深
く
、
円
行
・
円
仁
・

円
載
・
円
珍
・
宗
叡
ら
は
そ
の
高
弟
の
義
真
や
法
全
か
ら
金
胎
の
大
法
を
受
法
し
て
い
る
。
恵
果
が
衣
鉢

を
託
し
た
義
明
は
不
運
に
も
若
く
し
て
没
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
八
四
五
年
に
武
宗
が
強
行
し
た
「
会
昌
の
廃
仏
」
は
西
明
寺
を
含
む
四
ヵ
寺
を
残
し
九
十
を

超
え
る
仏
教
寺
院
を
こ
と
ご
と
く
破
壊
し
、
青
龍
寺
も
ま
た
容
赦
な
い
法
難
に
遭
っ
た
。
幸
い
、
翌
年
「
護

国
寺
」
と
し
て
復
興
し
、
八
五
五
年
に
は
も
と
の
青
龍
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
円
珍
が

長
安
に
入
り
、
青
龍
寺
で
法
全
に
師
事
し
て
い
る
。 

 

恵
果
（
七
四
六
～
八
〇
五
）
は
、
幼
少
時
に
出
家
し
当
初
か
ら
青
龍
寺
に
入
り
聖
仏
院
の
曇
貞
を
師
と

す
る
。
そ
の
後
不
空
に
師
事
し
、
二
十
才
で
「
具
足
戒
」
を
受
け
『
金
剛
頂
経
』
系
の
密
法
を
受
法
し
た
。

二
年
後
、
善
無
畏
門
下
の
玄
超
か
ら
『
大
日
経
』
系
の
法
を
授
か
っ
た
。
三
十
才
の
七
五
五
年
、
青
龍
寺

東
塔
院
に
潅
頂
道
場
を
下
賜
さ
れ
、
宮
中
内
道
場
の
護
持
僧
に
任
じ
ら
れ
た
。
七
八
九
年
に
は
日
照
り
に



際
し
請
雨
法
を
修
し
徳
宗
の
帰
依
を
受
け
た
。
八
〇
二
年
病
を
え
て
愛
弟
子
義
明
に
後
事
を
託
し
、
八
〇

四
年
般
若
三
蔵
の
醴
泉
寺
に
金
剛
界
曼
荼
羅
を
造
り
、
般
若
ほ
か
諸
大
徳
が
法
筵
に
随
喜
し
た
。
そ
の
時

請
雨
を
修
し
そ
の
功
顕
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

最
晩
年
の
八
〇
五
年
空
海
と
め
ぐ
り
合
い
、
義
明
と
と
も
に
空
海
に
金
胎
両
部
の
大
法
を
授
け
、
そ
の

ほ
か
五
十
種
か
ら
の
諸
尊
念
誦
法
を
伝
授
し
、
曼
荼
羅
・
密
法
具
・
付
嘱
物
を
与
え
た
。
同
年
十
二
月
十

五
日
に
、
東
塔
院
で
示
寂
し
た
。
遺
骸
は
場
外
の
龍
原
に
あ
る
不
空
の
塔
の
側
に
埋
葬
さ
れ
た
。
弟
子
を

代
表
し
て
空
海
が
そ
の
碑
文
を
撰
し
た
（「
大
唐
神
都
青
龍
寺
故
三
朝
国
師
潅
頂
阿
闍
梨
惠
果
和
尚
之
碑
」）
。 

 

さ
て
空
海
は
、
般
若
の
助
言
に
従
い
、
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
六
月
十
二
日
、
西
明
寺
で
親
し
く

な
っ
た
志
明
・
談
勝
ら
と
と
も
に
青
龍
寺
東
塔
院
に
恵
果
和
尚
を
た
ず
ね
た
。
こ
の
時
期
ま
で
に
空
海
の

梵
語
力
は
相
当
の
レ
ベ
ル
に
達
し
、
華
厳
経
と
華
厳
思
想
の
本
場
の
解
釈
も
身
に
つ
け
、
『
大
日
経
』
も

「
具
縁
品
」
以
降
も
学
解
で
は
ほ
ぼ
掌
中
に
収
め
、
命
が
け
の
渡
唐
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
た
と
い

っ
て
い
い
。
た
だ
、
般
若
の
言
う
両
部
の
大
経
は
会
得
す
る
も
の
、
密
教
と
は
そ
う
い
う
も
の
、
と
い
う

真
意
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
恵
果
に
会
い
『
大
日
経
』
の
密
教
的
な
受

法
が
叶
う
か
ど
う
か
だ
け
で
も
聞
い
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

幸
い
、
そ
の
日
空
海
は
恵
果
に
会
え
た
。
見
る
か
ら
に
病
弱
の
気
配
が
あ
り
あ
り
の
老
師
で
あ
っ
た
が

空
海
を
見
る
や
否
や
い
き
な
り
「
君
が
長
安
に
来
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
い
つ
来
る
か
と
ず
い
ぶ



ん
待
っ
た
も
の
だ
」
と
喜
ん
だ
。
お
そ
ら
く
、
情
報
源
は
般
若
三
蔵
で
あ
っ
た
ろ
う
。
般
若
が
空
海
の
異

能
を
一
番
早
く
ま
た
最
も
濃
密
に
見
抜
い
て
い
た
。
そ
れ
を
す
ぐ
恵
果
に
伝
え
、
恵
果
の
正
嫡
候
補
と
し

て
推
薦
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
般
若
は
恵
果
の
最
期
が
近
い
こ
と
を
察
し
て
い
た
。
さ
ら
に
恵
果
に
千

を
超
え
る
弟
子
が
い
て
も
、
そ
の
う
ち
両
部
の
大
法
を
授
け
た
高
弟
が
何
人
か
い
て
も
、
ま
だ
正
嫡
に
価

す
る
機
根
の
弟
子
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
恵
果
の
懊
悩
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
承
知
し
て
い
た
。 

恵
果
は
空
海
の
尋
常
で
な
い
機
根
を
般
若
か
ら
聞
い
て
、
ほ
ぼ
正
嫡
に
価
す
る
法
器
で
あ
る
と
心
に
期

し
て
は
い
た
。
般
若
に
よ
れ
ば
、
空
海
の
と
く
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
語
学
力
が
抜
群
で
あ
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
金
胎
両
部
の
念
誦
法
に
し
ろ
、
諸
尊
供
養
法
に
し
ろ
、
行
法
の
な
か
の
真
言
は
そ
れ
を
聴
い
た

瞬
間
に
ほ
ぼ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
そ
の
も
の
の
意
味
が
、
あ
る
い
は
唐
語
や
和
語
へ
の
訳
語
変
換
が
、
わ

か
る
と
い
う
ほ
ど
に
で
あ
る
。
そ
の
レ
ベ
ル
に
し
て
は
じ
め
て
密
法
は
正
し
く
伝
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

こ
そ
が
伝
法
の
本
来
的
な
実
体
で
あ
る
。
般
若
が
空
海
を
恵
果
の
待
ち
わ
び
る
正
嫡
候
補
と
し
て
推
薦
を

す
る
主
因
は
そ
こ
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

 

空
海
に
直
接
接
し
た
恵
果
は
、
般
若
の
推
薦
が
誤
り
で
な
い
こ
と
を
す
ぐ
悟
っ
た
。
即
座
に
潅
頂
を
授

け
よ
う
と
言
い
出
し
た
。
空
海
は
そ
の
意
味
を
計
り
か
ね
た
。
空
海
に
は
そ
こ
ま
で
密
教
と
い
う
も
の
が

わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
空
海
に
わ
か
る
密
教
と
は
山
岳
修
行
レ
ベ
ル
の
雑
密
と
『
大
日
経
』
の
学
解
だ

け
で
あ
っ
た
。
空
海
は
恵
果
の
真
意
を
恐
る
恐
る
聞
い
た
で
あ
ろ
う
。
恵
果
は
苦
笑
し
な
が
ら
、
恵
果
を

今
最
高
の
依
止
師
と
す
る
「
金
胎
不
二
」
の
密
教
の
奥
義
を
諄
々
と
説
い
た
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
空
海
は



仏
教
思
想
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
知
っ
た
。
教
理
的
に
は
華
厳
の
理
解
が
役
に
立
っ
た
。
奈
良
で
学
ん
だ

三
論
（
中
観
）
や
法
相
（
唯
識
）
も
大
い
に
役
立
っ
た
。
し
か
し
恵
果
の
密
教
は
そ
れ
ら
大
乗
を
大
き
く

超
え
て
い
た
。 

恵
果
の
話
を
聞
き
、
釈
尊
の
仏
教
か
ら
密
教
ま
で
の
全
仏
教
史
が
「
無
執
著
」
「
無
我
」
「
空
」
「
縁

起
」
「
法
性
」
「
仏
性
」
「
本
覚
」
「
諸
法
実
相
」
「
法
界
」
「
法
身
」
「
生
仏
一
如
」
「
菩
提
心
」
「
速

疾
成
仏
」
と
い
う
、
一
連
の
教
理
概
念
の
連
鎖
と
し
て
空
海
の
腑
に
落
ち
た
。
だ
か
ら
そ
の
瞬
間
、
こ
こ

で
恵
果
の
勧
め
に
従
い
金
胎
両
部
の
大
法
を
受
法
す
る
こ
と
が
と
り
も
な
お
さ
ず
仏
道
を
え
ら
ん
だ
自
分

を
全
仏
教
史
の
な
か
に
投
帰
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
望
外
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
手
は
な
い
と
悟
っ
た
。 

空
海
は
慇
懃
に
、
「
密
教
の
修
行
未
履
修
の
私
が
潅
頂
の
壇
に
入
っ
て
い
い
の
か
」
と
聞
い
た
で
あ
ろ

う
。
恵
果
は
笑
っ
て
「
君
の
機
根
は
す
で
に
そ
れ
を
越
え
て
い
る
、
明
日
潅
頂
を
や
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

同
席
し
た
志
明
も
談
勝
ら
も
大
い
に
喜
ん
だ
。
一
番
喜
ん
だ
の
は
む
し
ろ
恵
果
だ
っ
た
。
空
海
は
す
ぐ
般

若
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
。
般
若
は
懇
切
に
潅
頂
受
者
の
心
得
か
ら
準
備
す
る
も
の
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら

必
要
な
修
学
に
つ
い
て
細
か
な
助
言
を
し
て
く
れ
た
。 

 

翌
六
月
十
三
日
、
空
海
は
胎
蔵
界
の
「
受
明
潅
頂
」
（
「
学
法
潅
頂
」
）
を
受
け
、
七
月
上
旬
に
金
剛

界
の
「
受
明
潅
頂
」
を
受
け
た
。
「
受
明
潅
頂
」
と
は
、
密
教
を
受
持
し
こ
れ
を
学
ば
ん
と
す
る
者
に
弟

子
の
資
格
を
与
え
る
い
わ
ば
略
式
の
潅
頂
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
潅
頂
の
秘
儀
で
一
番
に
重
要
な
「
投
華

得
仏
」
と
そ
の
結
果
結
縁
し
た
曼
荼
羅
中
の
一
尊
の
秘
印
（
最
極
秘
の
印
）
・
秘
明
（
最
極
秘
の
真
言
）



の
授
受
は
行
う
。 

 
「
投
華
得
仏
」
と
は
、
道
場
に
引
入
さ
れ
覆
面
（
目
か
く
し
）
を
さ
れ
た
受
法
者
が
、
手
に
「
普
賢
三

昧
耶
」
の
印
を
結
び
、
口
に
そ
の
真
言
（「
オ
ン 

サ
ン
マ
ヤ 

サ
ト
ヴ
ァ
ン
」
）
を
唱
え
つ
つ
、
教
授
の

僧
に
伴
わ
れ
て
曼
荼
羅
壇
（
潅
頂
壇
）
に
進
み
、
両
手
中
指
の
間
の
先
端
に
「
華
（
五
房
が
一
本
の
茎
に

つ
い
た
樒
の
葉
）
」
を
は
さ
み
、
大
壇
の
上
に
敷
か
れ
た
「
敷
曼
荼
羅
」
の
上
に
投
げ
落
し
（
「
投
華
」
）
、

「
華
」
が
落
ち
た
曼
荼
羅
の
一
尊
と
仏
縁
を
結
ぶ
（
「
得
仏
」）
儀
礼
を
い
う
。
空
海
は
、
六
月
の
胎
蔵
界

に
つ
づ
き
七
月
の
金
剛
界
の
時
も
「
華
」が
曼
荼
羅
中
央
の
本
尊
大
日
如
来
に
落
ち
恵
果
を
驚
嘆
さ
せ
た
。

恵
果
は
空
海
の
言
語
の
異
能
の
ほ
か
に
奇
瑞
を
起
す
霊
威
的
気
質
に
も
目
を
見
張
り
な
が
ら
、
胎
蔵
界
大

日
と
金
剛
界
大
日
そ
れ
ぞ
れ
の
秘
印
と
秘
明
を
授
け
た
に
相
違
な
い
。 

 

六
月
の
胎
蔵
界
「
受
明
潅
頂
」
の
あ
と
、
空
海
は
胎
蔵
界
の
梵
字
と
儀
軌
の
伝
授
を
受
け
た
と
い
う
。

つ
ま
り
今
で
い
う
「
胎
蔵
界
念
誦
次
第
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
胎
蔵
界
の
三
摩
地
法
（
念
誦
法
）

の
練
磨
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
空
海
は
そ
れ
を
一
ヶ
月
ほ
ど
行
っ
た
。
そ
し
て
七
月
の
金
剛
界
「
受
明
潅

頂
」
の
あ
と
、
同
じ
よ
う
に
「
金
剛
界
念
誦
次
第
」
の
伝
授
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
金
剛
界
三
摩
地
法

の
練
磨
を
重
ね
た
。
そ
れ
も
ま
た
一
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
る
。 

当
時
は
、
念
誦
法
の
「
作
法
次
第
」
（
儀
軌
）
を
（
当
然
な
が
ら
）
筆
写
し
た
。
今
は
、
印
刷
製
本
さ

れ
た
も
の
を
本
山
が
用
意
し
て
い
る
の
で
筆
写
の
必
要
が
な
い
。
何
十
種
も
の
真
言
を
書
き
写
し
そ
の
意



味
を
理
解
す
る
の
に
は
、
梵
字
・
悉
曇
つ
ま
り
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
書
写
し
て
い

る
字
も
意
味
も
わ
か
ら
な
い
。
空
海
は
、
そ
れ
を
相
当
に
マ
ス
タ
ー
で
き
て
い
た
た
め
、
筆
写
も
実
際
の

行
も
ま
ち
が
わ
ず
に
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
一
ヶ
月
程
度
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん

恵
果
が
体
調
を
考
慮
し
て
急
い
だ
こ
と
で
も
あ
る
が
、
空
海
が
す
で
に
三
摩
地
法
の
修
行
に
必
要
な
素
養

を
充
分
に
具
え
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

恵
果
は
胎
蔵
・
金
剛
両
界
の
三
摩
地
法
の
熟
達
ぶ
り
を
見
届
け
、
間
を
置
か
ず
八
月
十
日
、
空
海
の
た

め
に
阿
闍
梨
位
に
上
る
「
伝
法
潅
頂
」
を
行
っ
た
。 

 

先
ず
、
空
海
は
三
昧
耶
戒
道
場
に
引
入
さ
れ
、
壁
代
（
布
の
囲
い
）
の
な
か
の
高
座
に
坐
す
師
恵
果
の

御
前
に
進
み
、
仏
性
戒
（
「
四
重
（
禁
）
戒
」
「
十
無
尽
戒
」
そ
し
て
「
三
昧
耶
戒
」
）
を
受
け
た
。 

次
い
で
、
胎
蔵
界
の
潅
頂
道
場
に
引
入
さ
れ
、
覆
面
（
目
か
く
し
）
を
さ
れ
、
「
普
賢
三
昧
耶
」
の
印

を
手
に
結
び
、
そ
の
真
言
「
オ
ン 

 
サ
ン
マ
ヤ 

 

サ
ト
ヴ
ァ
ン
」
を
口
に
唱
え
、
曼
荼
羅
壇
の
側
ま
で
進

み
、
そ
こ
で
「
投
華
得
仏
」
し
た
。
さ
ら
に
恵
果
の
待
つ
「
小
壇
所
」
に
入
り
恵
果
か
ら
「
五
瓶
」
の
水

を
頭
上
に
注
が
れ
た
。
こ
れ
が
文
字
通
り
の
潅
頂
で
あ
る
。
そ
し
て
潅
頂
の
秘
儀
中
の
秘
儀
で
あ
る
秘
印

と
秘
明
の
口
授
に
移
っ
た
。
空
海
は
宝
冠
を
頭
に
か
ぶ
せ
ら
れ
、
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
秘
印
と
秘
明
を
授

か
っ
た
。 

同
じ
日
つ
づ
け
て
金
剛
界
の
潅
頂
が
行
わ
れ
、
空
海
は
胎
蔵
界
と
同
様
の
流
れ
で
金
剛
界
大
日
如
来
の

秘
印
と
秘
明
を
授
か
っ
た
。 



潅
頂
の
秘
儀
中
受
者
の
空
海
は
恵
果
阿
闍
梨
に
従
い
滞
り
な
く
印
を
結
び
真
言
を
唱
え
、
い
く
つ
も
の

作
法
所
作
を
違
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
六
月
上
旬
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
の
両
部
念
誦
法
練
磨
の
賜
物
で

あ
っ
た
。 

 

「
請
来
目
録
」
の
当
該
記
述
で
は
、 

 

『
金
剛
頂
瑜
伽
』
、
五
部
真
言
、
密
契
、
相
続
ヒ
テ
受
ケ 

 

と
だ
け
あ
る
の
で
、
こ
の
時
の
「
伝
法
潅
頂
」
は
金
剛
界
の
み
で
あ
っ
た
や
に
読
め
る
が
、
空
海
の
た
め

の
「
伝
法
潅
頂
」
は
ま
さ
に
金
胎
両
部
の
受
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
義
明
と
並
ん
で
付
法
の
誉
れ
に
浴
し
た

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

空
海
は
、
一
介
の
私
費
留
学
生
か
ら
一
躍
阿
闍
梨
の
師
位
を
え
て
、
真
言
付
法
の
第
八
祖
「
遍
照
金
剛
」

と
な
っ
た
。空
海
が
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
す
べ
て
が
一
気
に
そ
し
て
速
疾
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

般
若
は
、
空
海
の
晴
れ
の
姿
を
称
え
、
何
度
も
「
め
で
た
し
、
め
で
た
し
」
と
言
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
恵
果
の
も
と
で
何
年
も
修
行
を
積
み
な
が
ら
未
だ
潅
頂
に
浴
し
な
い
者
や
、
「
受
明
潅
頂
」
の
段
階

で
止
ま
っ
て
い
る
者
や
、
「
伝
法
潅
頂
」
も
金
・
胎
い
ず
れ
か
片
方
し
か
受
法
し
て
い
な
い
者
が
大
半
で

あ
っ
た
か
ら
、
つ
い
き
の
う
恵
果
の
も
と
に
き
た
空
海
が
多
く
の
弟
子
を
飛
び
越
え
る
こ
の
大
抜
擢
に
は



山
内
に
不
平
不
満
も
出
た
で
あ
ろ
う
。
恵
果
は
か
ま
わ
ず
供
奉
丹
青
博
士
の
李
眞
や
供
奉
鋳
博
士
の
楊
忠

信
を
呼
び
、
曼
荼
羅
や
密
法
具
の
製
作
を
命
じ
、
不
空
か
ら
授
か
っ
た
も
の
や
自
分
の
付
嘱
物
を
空
海
に

与
え
た
。
そ
し
て
「
こ
の
法
を
す
ぐ
に
日
本
に
持
ち
帰
り
そ
れ
を
弘
め
な
さ
い
、
そ
れ
が
私
へ
の
報
恩
に

な
る
」
と
諭
し
た
。
空
海
の
目
か
ら
は
感
涙
が
溢
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

 

秋
に
か
け
て
、
空
海
の
日
々
は
一
変
し
た
。
西
明
寺
の
居
室
を
早
朝
に
出
て
一
日
中
青
龍
寺
の
恵
果
の

も
と
で
各
種
の
伝
授
を
受
け
る
日
が
つ
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
、
空
海
が
入
唐
後
お
そ
ら
く

最
も
渇
望
し
て
い
た
『
大
日
経
疏
』
の
伝
授
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
大
日
経
疏
』
は
七
二
五
年
に

善
無
畏
三
蔵
が
漢
訳
し
た
『
大
日
経
』
の
註
釈
で
あ
り
、
善
無
畏
が
講
じ
弟
子
の
一
行
が
そ
れ
を
筆
受
し

註
釈
を
加
え
た
『
大
日
経
』
理
解
の
た
め
の
必
読
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
も
後
の
空
海
が
独
自
の
密

教
を
構
想
す
る
の
に
大
変
大
き
な
論
拠
と
な
っ
た
。
真
言
宗
の
伝
統
で
は
古
来
、
能
化
（
総
本
山
の
住
持
）

が
根
機
の
あ
る
所
化
（
伝
法
潅
頂
ほ
か
の
大
法
を
履
修
し
た
阿
闍
梨
位
に
あ
る
者
）
に
伝
授
す
る
習
い
（
講

伝
）
と
な
っ
て
い
る
。 

空
海
は
、
こ
の
『
大
日
経
疏
』
を
は
じ
め
新
訳
の
密
典
・
儀
軌
・
梵
字
真
言
讃
を
書
写
生
に
頼
ん
で
書

写
し
は
じ
め
、
橘
逸
勢
た
ち
の
手
も
借
り
て
『
四
十
華
厳
』
ほ
か
修
学
の
記
録
を
書
き
留
め
る
こ
と
も
は

じ
め
た
で
あ
ろ
う
。
詩
文
や
書
の
書
籍
も
集
め
、
注
文
し
た
絵
図
や
法
具
の
ほ
か
筆
や
墨
に
至
る
ま
で
作

ら
せ
、
日
本
に
持
ち
帰
る
算
段
を
は
じ
め
た
。
橘
逸
勢
は
「
君
は
、
国
禁
を
犯
し
て
ま
で
す
ぐ
に
で
も
帰

る
つ
も
り
な
の
か
」
と
い
ぶ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 



空
海
は
幸
運
と
い
う
か
、
折
り
し
も
同
じ
第
十
六
次
遣
唐
使
船
団
の
僚
船
で
東
シ
ナ
海
で
遭
難
し
那
ノ

津
に
引
き
返
し
て
い
た
判
官
高
階
真
人
遠
成
率
い
る
第
四
船
が
単
独
で
渡
唐
し
、
朝
貢
の
た
め
長
安
に
入

っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
知
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
鴻
臚
館
に
滞
在
中
の
判
官
に
直
接
面
会
し
、
自
分
が
奇

跡
的
に
受
法
し
た
え
難
き
仏
法
を
早
く
日
本
に
持
ち
帰
り
国
家
の
た
め
に
役
立
て
た
い
た
め
、
国
禁
を
破

っ
て
で
も
判
官
と
と
も
に
帰
国
し
た
い
旨
を
申
し
出
（「
本
国
ノ
使
ニ
与
ヘ
テ
共
ニ
帰
ル
コ
ト
ヲ
請
フ
書
」

（
『
性
霊
集
』
）
）
、
い
か
に
国
家
の
た
め
に
有
益
か
を
必
死
に
説
い
た
で
あ
ろ
う
。
真
人
は
こ
の
国
禁

破
り
の
尋
常
で
な
い
申
し
出
に
官
吏
と
し
て
苦
慮
し
な
が
ら
も
、
事
の
重
大
さ
を
理
解
し
早
速
空
海
の
帰

国
を
唐
朝
に
奏
上
し
、
ほ
ど
な
く
そ
の
許
可
が
下
り
た
の
で
あ
る
。 

 

 

貞
元
二
十
年
（
八
〇
四
）
、
使
ヲ
遣
シ
テ
来
朝
ス
。
留
学
生
橘
免
勢
、
学
問
僧
空
海
。 

元
和
元
年
（
八
〇
六
）
、
日
本
ノ
国
使
判
官
高
階
真
人
上
言
ス
。 

前
件
ノ
学
生
、
芸
業
稍
ヤ
成
リ
テ
、
本
国
ニ
帰
ラ
ン
コ
ト
ヲ
願
フ
。 

便
チ
臣
ト
同
ジ
ク
帰
ラ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
。
之
ニ
従
フ
。（
『
旧
唐
書
』
） 

 

そ
う
こ
う
す
る
間
に
、
年
末
の
十
二
月
十
五
日
、
師
恵
果
が
自
坊
の
東
塔
院
で
示
寂
し
た
。
空
海
は
ま

さ
に
、
恵
果
の
恵
命
が
尽
き
る
ぎ
り
ぎ
り
の
時
間
に
間
に
合
っ
て
師
法
を
ほ
ぼ
す
べ
て
授
受
し
た
の
で
あ

っ
た
。
惠
果
の
遺
骸
は
、
翌
年
（
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
）
正
月
十
六
日
に
埋
葬
さ
れ
た
。 

 



空
海
は
師
の
埋
葬
を
見
届
け
る
と
、
「
大
唐
神
都
青
龍
寺
故
三
朝
国
師
潅
頂
阿
闍
梨
惠
果
和
尚
之
碑
」

の
碑
文
を
残
し
帰
国
を
急
い
だ
。
手
配
し
て
い
た
曼
荼
羅
ほ
か
の
品
々
も
皆
で
き
あ
が
っ
て
き
た
。
空
海

が
長
安
を
辞
し
た
日
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
年
の
四
月
に
は
も
う
浙
江
に
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
二
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
は
長
安
を
発
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

盛
大
な
送
別
の
宴
が
催
さ
れ
た
と
い
う
。
醴
泉
寺
の
般
若
三
蔵
や
牟
尼
室
利
そ
し
て
霊
仙
、
青
龍
寺
の

義
明
ら
、
西
明
寺
の
円
照
や
志
明
や
談
勝
を
は
じ
め
、
長
安
の
文
芸
界
の
著
名
人
た
ち
、
書
の
師
韓
方
明

も
出
席
し
た
で
あ
ろ
う
。
皆
が
空
海
の
早
い
帰
国
を
惜
し
ん
だ
。 

旅
立
ち
の
朝
、
長
安
城
外
の
灞
橋
の
た
も
と
は
空
海
と
の
別
れ
を
惜
し
む
人
が
溢
れ
て
い
た
。
別
れ
の

最
後
に
般
若
が
柳
の
枝
を
空
海
の
手
に
渡
し
空
海
を
抱
擁
し
な
が
ら
、
「
で
き
る
こ
と
な
ら
君
と
い
っ
し

ょ
に
日
本
に
渡
り
た
い
も
の
だ
」
と
言
っ
た
か
と
思
う
。
七
十
を
す
で
に
越
え
た
般
若
は
老
令
を
悔
や
み

な
が
ら
、
日
本
に
渡
り
た
い
願
望
を
い
つ
も
空
海
に
明
か
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

       



●
本
文
：
俗
之
所
貴
者
也
五
常 

道
之
所
重
者
也
三
明 

惟
忠
惟
孝 

彫
聲
金
版 

其
德
如
天 

蓋

藏
石
室
乎 

嘗
試
論
之 

不
滅
者
也
法 

不
墜
者
也
人 

其
法
誰
覺 

其
人
何
在
乎 

 
書
き
下
し
：
俗
の
貴

と
う
と

ぶ
所
は
五
常

ご
じ
ょ
う

に
し
て
道
の
重
ん
ず
る
所
は
三さ

ん

明
み
ょ
う

な
り
。
惟こ

れ
忠
惟
れ
孝
、
聲
を
金

版
に
彫
る
。
そ
の
德
天
の
如
し
。
盍な

ん

ぞ
石
室
に
藏
せ
ん
や
。
嘗
試

し
ょ
う
し

し
て
こ
れ
を
論
ず
る
に
、
滅
せ
ざ
る

は
法
に
し
て
墜お

と

さ
ざ
る
は
人
な
り
。
そ
の
法
を
誰
か
覺
り
、
そ
の
人
何

い
ず
こ

に
在
ら
ん
や
。 

 

私
訳
：
世
間
の
人
た
ち
が
貴
し
と
す
る
の
は
儒
家
が
説
く
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
の
五
常
で
あ
り
、
仏
道

に
励
む
人
が
重
要
と
す
る
の
は
宿
命
明
・
天
眼
明
・
漏
尽
明
（
三
明
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
家
（
君
主
）

へ
の
忠
誠
、
こ
れ
は
親
へ
の
孝
養
と
、
そ
の
名
声
を
金
属
の
凸
版
に
彫
る
。
そ
の
徳
は
髙
き
こ
と
天
の

如
く
で
石
室
に
な
ど
ど
う
し
て
閉
っ
て
お
け
よ
う
か
。
試
み
に
こ
れ
を
論
ず
れ
ば
、
滅
し
な
い
と
い
う

の
は
（
縁
起
生
の
）
理
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
だ
め
に
し
な
い
の
が
人
で
あ
る
。
そ
の
理
法
は
誰
が
覚
り

そ
の
人
は
ど
こ
に
い
る
だ
ろ
う
。 

 

※
註
記
１
：
五
常
は
、
儒
家
の
思
想
が
説
く
君
子
・
民
が
守
る
べ
き
德
目
。
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
。 

※
註
記
２
：
道
は
、
こ
こ
は
仏
道
。 

※
註
記
３
：
三
明
は
、
仏
教
が
説
く
サ
ト
リ
の
智
慧
、
六
神
通
の
う
ち
の
三
神
通
。
宿
命
明
（
自
と
他
の



過
去
世
の
在
り
様
を
知
る
）
・
天
眼
明
（
自
と
他
の
未
来
世
の
在
り
様
を
知
る
）
・
漏
尽
明
（
自
と
他

の
現
在
の
在
り
様
を
明
ら
か
に
し
て
煩
悩
が
尽
き
る
こ
と
）
。 

※
註
記
４
：
聲
は
、
名
声
。 

※
註
記
５
：
金
版
は
、
書
物
の
表
紙
や
背
に
表
題
な
ど
を
箔
押
し
す
る
際
に
使
う
、
文
字
や
図
を
彫
刻
し

た
凸
版
の
こ
と
。 

※
註
記
６
：
嘗
試
は
、
な
め
て
試
し
て
み
る
こ
と
。 

※
註
記
７
：
墜
は
、
だ
め
に
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
法
（
不
滅
の
理
）
を
守
る
こ
と
。 

 

●
本
文
：
爰
有
神
都
青
龍
寺
東
塔
院
大
阿
闍
梨
法
諱
惠
果
和
尚
者
也 

大
師 

拍
掌
法
城
之
行
崩 

誕
迹
昭
應
之
馬
氏 

天
縱
精
粹 

地
冶
神
靈 

種
惟
鳳
卵 

苗
而
龍
駒 

高
翔
擇
木 

囂
塵
之
網 

不
能
羅
之 

師
歩
占
居 

禪
林
之
葩 

實
是
卜
食 

書
き
下
し
：
爰こ

こ

に
神し

ん

都と

の
青
龍
寺
東
塔
院
に
、
大
阿
闍
梨
に
し
て
法

諱

ほ
う
の
い
み
な

を
惠
果
な
る
和
尚
あ
り
。
大
師

法
城
の
行
崩

こ
う
ほ
う

に
拍
掌
し
、
迹
を
昭
應
の
馬
氏
に
誕う

ま

れ
る
。
天
は
精
粹
を

縱
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
地
は
神
靈
を
冶や

す
。 

種
は
惟
れ
鳳
卵
に
し
て
、
苗
に
し
て
龍
駒
な
り
。
高
く
翔と

ん
で
木
を
擇
び
、
囂

き
ょ
う

塵じ
ん

の
網
は
こ
れ
を
羅

あ
み
す

す



る
こ
と
能
わ
ず
。
師し

歩ほ

し
て
居
を
占
め
、
禪
林

ぜ
ん
り
ん

之

葩
は
な
び
ら

は
實
に
是
れ
卜う

ら

食は
み

す
。 

私
訳
：
こ
こ
に
、
大
唐
の
都
の
青
龍
寺
東
塔
院
に
、
（
密
教
の
）
大
阿
闍
梨
に
し
て
出
家
名
を
惠
果
と
い 

う
和
尚
が
お
ら
れ
た
。
偉
大
な
師
は
、
法
城
（
青
龍
寺
）
の
興
廃
に
対
し
そ
の
興
隆
の
た
め
に
拍
掌
し
、

そ
の
出
自
は
会
昌
県
の
馬
氏
の
生
れ
で
あ
る
。
天
は
混
じ
り
気
が
な
く
勝
れ
た
と
こ
ろ
を
思
い
の
ま
ま

に
し
、
地
は
神
威
を
育
て
上
げ
る
。
種
姓
は
鳳
の
卵
（
勝
れ
た
生
れ
）
で
あ
り
、
血
統
は
龍
の
よ
う
な

駿
馬
で
あ
る
。
空
高
く
飛
ん
で
（
俗
世
を
離
れ
）
止
ま
る
木
（
師
）
を
選
び
、
わ
ず
ら
わ
し
い
世
間
の

網
は
こ
の
こ
と
を
網
に
か
け
て
捕
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
師
子
（
ラ
イ
オ
ン
）
が
歩
く
よ
う
に
し
て

居
住
の
場
所
を
占
め
、
密
教
の
花
び
ら
（
勝
れ
て
い
る
こ
と
）
は
卜
食
の
結
果
吉
凶
の
吉
に
従
う
よ
う

に
よ
ろ
し
き
も
の
に
従
う
。 

 

※
註
記
１
：
神
都
は
、
唐
の
都
長
安
の
こ
と
。 

※
註
記
２
：
東
塔
院
は
、
恵
果
和
尚
の
青
龍
寺
に
お
け
る
住
坊
。 

※
註
記
３
：
法
諱
は
、
出
家
名
。 

※
註
記
４
：
拍
掌
は
、
密
教
の
念
誦
作
法
の
「
拍
掌
」
の
意
味
に
と
る
。
魔
を
除
き
諸
仏
を
歓
喜
せ
し
め

る
、
意
。
こ
こ
で
は
法
城
の
興
隆
の
た
め
の
拍
掌
。 

※
註
記
５
：
法
城
は
、
仏
法
が
堅
固
で
諸
悪
を
防
御
す
る
こ
と
を
城
に
喩
え
て
言
う
。 

※
註
記
６
：
行
崩
は
、
こ
こ
で
は
仏
法
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
崩
れ
る
こ
と
（
興
廃
）
。 



※
註
記
７
：
迹
は
、
足
あ
と
。
こ
こ
で
は
出
生
地
。 

※
註
記
８
：
昭
應
は
、
地
名
で
今
の
会
昌
県
。
江
西
省
贛
州
市
に
位
置
す
る
県
。 

※
註
記
９
：
馬
氏
は
、
氏
族
名
。 

※
註
記
１
０
：
精
粹
は
、
ま
じ
り
け
が
な
い
、
選
び
ぬ
か
れ
た
、
す
ぐ
れ
た
、
の
意
。 

※
註
記
１
１
：
冶
は
、
陶
冶
。
練
り
上
げ
る
こ
と
、
育
成
す
る
こ
と
。 

※
註
記
１
２
：
種
は
、
種
姓
。 

※
註
記
１
３
：
鳳
卵
は
、
鳳
の
卵
＝
聖
賢
の
生
れ
の
喩
え
。 

※
註
記
１
４
：
苗
は
、
こ
こ
で
は
血
統
。 

※
註
記
１
５
：
龍
駒
は
、
龍
の
よ
う
な
速
く
動
く
馬
、
駿
馬
。 

※
註
記
１
６
：
囂
塵
は
、
騒
音
と
塵
埃
。
わ
ず
ら
わ
し
い
俗
世
間
。 

※
註
記
１
７
：
師
歩
は
、
師
子
（
獅
子
、
ラ
イ
オ
ン
）
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
。 

※
註
記
１
８
：
禪
林
は
、
密
教
。 

※
註
記
１
９
：
葩
は
、
花
び
ら
。
立
派
な
こ
と
、
勝
れ
て
い
る
こ
と
。 

※
註
記
１
９
：
卜
食
は
、
新
嘗
祭
の
献
上
米
の
田
を
決
め
る
際
な
ど
に
、
亀
の
甲
を
焼
い
て
占
う
時
縦
や

横
に
裂
け
る
筋
。
縦
を
吉
と
し
横
を
凶
と
し
、
吉
に
従
う
。 

 

●
本
文
：
遂
乃 

就
故
諱
大
照
禪
師 

々
之
事
之
其
大
德
也 

則
大
興
善
寺
大
廣
智
不
空
三
蔵
乃
入

室
也 

昔
髫
齓
之
日 

隨
師
見
三
蔵 

々
々
一
目 

驚
異
不
已 

竊
告
之
曰 

我
之
法
教 

汝
其



興
之
也 

既
而 

視
之
如
父 

撫
之
如
母 

指
其
妙
賾 

教
其
密
藏 

大
佛
頂 

大
隨
求 

經
耳

持
心 

普
賢
行 

文
殊
讃 

聞
聲
止
口 

年
登
救
蟻 

靈
驗
處
多 

書
き
下
し
：
遂つ

い

に
乃

す
な
わ

ち
、
故も

と

の
諱

い
み
な

大
照
禪
師
に
就
き
、
之
を
師
と
し
之
に
事つ

か

え
た
り
。
其
の
大
德
は
則

ち
大
興
善
寺
大
廣
智
不
空
三
蔵
の
入
室
な
り
。
昔
髫
齓

ち
ょ
う
し
ん

之
日 

師
に
隨
い
て
三
蔵
に
見ま

み

ゆ
。
三
蔵
一
目

し
て
驚
異

き
ょ
う
い

す
る
こ
と
已
ま
ず
。
竊

ひ
そ
か

に
之
に
告
げ
て
曰
く
。
我
が
法
教
、
汝
其
れ
之
を
興お

こ

せ
。
既
に
し
て

之
を
視
る
こ
と
父
の
如
く
、
之
を
撫な

で

る
に
母
の
如
し
。
其
の
妙
賾

み
ょ
う
さ
く

を
指
し
て
其
の
密
藏
を
教
え
た
り
。 

大
佛

だ
い
ぶ
っ

頂
ち
ょ
う

、
大
隨

だ
い
ず
い

求ぐ

、
耳
を
經へ

て
心
に
持
す
。
普ふ

賢げ
ん

行
ぎ
ょ
う

、
文
殊
讃

も
ん
じ
ゅ
さ
ん

、
聲
を
聞
い
て
口
に
止
め
る
。
年
救

き
ゅ
う

蟻ぎ

に
登
り
、
靈
驗

處

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
多
し
。 

私
訳
：
そ
う
し
て
、
故
大
照
禅
師
（
曇
貞
和
尚
）
に
就
い
て
禅
師
を
師
と
し
て
仕
え
た
。
そ
の
大
徳
（
曇

貞
和
尚
）
は
大
興
善
寺
の
大
廣
智
不
空
三
蔵
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
昔
、
垂
れ
髪
と
間
が
抜
け
替
る
幼
少

の
日
に
禅
師
の
お
供
を
し
て
（
不
空
）
三
蔵
に
会
っ
た
。
三
蔵
は
一
目
見
て
驚
き
不
思
議
が
っ
て
已
ま

な
か
っ
た
。
密
か
に
恵
果
に
告
げ
て
言
う
に
、
「
私
の
密
教
の
教
え
を
、
お
前
が
盛
ん
に
せ
よ
。
す
で



に
し
て
そ
れ
を
見
る
に
父
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
を
撫
で
る
に
母
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
絶
妙
で
奥
深

さ
を
指
し
示
し
て
そ
の
密
教
を
教
え
た
。
『
梵
字
大
仏
頂
真
言
』
『
大
随
求
陀
羅
尼
経
』
は
耳
を
通
っ

て
心
に
保
持
さ
れ
（
暗
記
さ
れ
）
、
『
普
賢
行
願
讃
』
『
文
殊
讃
法
身
礼
』
は
そ
の
声
を
聞
い
て
口
に

留
め
る
（
暗
誦
す
る
）
。
今
本
生
譚
の
救
蟻
捨
身
の
年
令
（
十
四
・
五
歳
）
に
な
り
、
神
仏
と
の
感
応

は
処
々
に
多
く
見
ら
れ
る
」
。 

 

※
註
記
１
：
大
照
禪
師
は
、
不
空
三
蔵
の
弟
子
で
恵
果
和
尚
の
師
に
当
る
曇
貞
和
尚
。 

※
註
記
２
：
入
室
は
、
弟
子
入
り
す
る
こ
と
。 

※
註
記
３
：
髫
齓
は
、
垂
れ
髪
と
歯
の
抜
け
替
り
＝
幼
児
期
。 

※
註
記
４
：
我
が
法
教
は
、
密
教
。 

※
註
記
５
：
妙
賾
は
、
絶
妙
で
奥
深
く
広
い
こ
と
。 

※
註
記
６
：
大
佛
頂
は
、
『
梵
字
大
仏
頂
真
言
』
（
『
大
仏
頂
如
来
放
光
悉
担
多
鉢
但
躍
陀
羅
尼
』）
。 

※
註
記
７
：
大
隨
求
は
、
『
梵
字
大
随
求
真
言
』
（
『
普
遍
光
明
清
浄
熾
盛
如
意
寶
印
心
無
能
勝
大
明

王
陀
羅
尼
』
。 

※
註
記
８
：
普
賢
行
は
、
『
普
賢
行
願
讃
』
。 

※
註
記
９
：
文
殊
讃
は
、
『
文
殊
讃
法
身
礼
』
。 

※
註
記
１
０
：
救
蟻
は
、
十
四
・
五
歳
の
こ
と
。
本
生
譚
の
救
蟻
捨
身
説
に
よ
る
。 

 



●
本
文
：
于
時 

代
宗
皇
帝 

聞
之
有
勅
迎
入 

命
之
曰 

朕
有
疑
滯 

請
爲
決
之 

大
師 

則
依

法
呼
召 

解
紛
如
流 

皇
帝
歎
之
曰 

龍
子
雖
少 

能
解
下
雨 

斯
言
不
虚 

左
右
書
紳 

入
瓶

小
師 

于
今
見
矣 

從
爾
已
還 

驥
騄
迎
送 

四
事
不
缼 

年
滿
進
具 

孜
々
照
雪 

三
藏
教
海 

波
濤
脣
吻 

書
き
下
し
：
時
に
、
代
宗
皇
帝
之
を
聞
き
勅
有
り
て
迎
え
入
れ
、
之
に
命
じ
て

曰
の
た
ま
わ

く
。「
朕
、
疑
滯

ぎ

た

い

あ
り
。

請
う
爲
に
之
を
決
せ
」。
大
師
則
ち
法
に
依
り
て
呼こ

召
し
ょ
う

し

紛

ま
ぎ
ら
わ
し
き

を
解
く
こ
と
流
れ
る
が
如
し
。
皇
帝

之
を
歎
じ
て
曰
く
。
「
龍
の
子
少

お
さ
な

な
し
と
雖
も
能
く
下
雨

げ

う

を
解と

く
。
斯
の
言
虚
し
か
ら
ず
。
左
右
紳
に

書
せ
。
入

に
ゅ
う

瓶
び
ょ
う

の
小
師
、
今
に
見ま

み

え
た
り
」
。
從
爾
已
還

そ
れ
よ
り
こ
の
か
た

、
驥
騄

き

ろ

く

迎
送
し
、
四し

い

事じ

缼
け
ず
。
年
進し

ん

具ぐ

に
滿

ち
、
孜
々

し

し

と
し
て
雪
を
照
ら
す
。
三
藏
の
教
海
脣
吻

し
ん
ぷ
ん

に
波
濤
た
り
。 

私
訳
：
時
に
、
（
そ
の
時
の
皇
帝
）
代
宗
が
こ
れ
（
恵
果
和
尚
の
こ
と
）
を
聞
き
、
勅
命
に
よ
っ
て
皇
居

に
迎
え
入
れ
、
恵
果
和
尚
に
命
じ
て
お
っ
し
ゃ
る
に
「
朕
に
は
な
か
な
か
解
決
し
な
い
疑
問
が
あ
っ
て

先
に
進
め
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
た
い
の
だ
」
と
。
す
る

と
大
師
（
恵
果
）
は
念
誦
法
に
よ
っ
て
摩
醯
首
羅
天
（
大
自
在
天
）
を
呼
び
招
き
、
流
れ
る
が
如
く
に



紛
ら
わ
し
い
こ
と
を
す
ば
や
く
解
決
し
た
。
こ
れ
に
感
歎
し
た
皇
帝
が
お
っ
し
ゃ
る
に
「
龍
王
の
子
供

は
幼
少
の
頃
で
も
降
る
雨
を
解
き
放
つ
（
と
言
う
が
、
）
こ
の
言
葉
は
う
そ
で
は
な
か
っ
た
。
近
く
に

仕
え
る
者
は
、
朝
服
の
白
い
帯
の
余
り
に
（
そ
れ
を
）
書
く
が
よ
い
。
瓶
に
も
入
る
よ
う
な
不
思
議
な

法
力
を
も
っ
た
幼
い
僧
侶
を
今
目
の
当
た
り
に
し
た
」
と
。
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
（
恵
果
和
尚
は
）

足
の
速
い
馬
が
送
迎
し
、
衣
服
・
寝
具
・
飲
食
物
・
薬
に
事
欠
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
年
令
は
具
足
戒

に
進
む
二
十
才
に
達
し
、
一
生
懸
命
に
書
を
読
み
勉
強
に
励
ん
だ
。
経
・
律
・
論
の
広
く
深
い
教
え
は

く
ち
び
る
を
大
き
く
波
立
た
せ
た
。 

 

※
註
記
１
：
疑
滯
は
、
な
か
な
か
解
決
し
な
い
疑
問
が
あ
っ
て
先
に
進
め
な
い
こ
と
。 

※
註
記
２
：
法
は
、
念
誦
法
。
摩
醯
首
羅
天
法
と
の
註
あ
り
（『
三
教
指
歸 

性
靈
集
』
岩
波
書
店
）。
摩
醯

首
羅
天
は
マ
ヘ
―
シ
ュ
バ
ラ
（M

ah
e1v

ara

）
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
シ
ヴ
ァ
神
、
仏
教
で
は
大
自
在
天
。 

※
註
記
３
：
呼
召
は
、
大
自
在
天
を
呼
び
召
く
。
の
意
。 

※
註
記
４
：
紛
は
、
こ
の
場
合
、
ま
ぎ
れ
る
こ
と
。
ま
じ
り
合
う
こ
と
。
入
り
ま
じ
っ
て
見
わ
け
に
く
い

こ
と
。
判
別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
。 

※
註
記
５
：
下
雨
は
、
降
る
雨
。 

※
註
記
６
：
左
右
は
、
そ
ば
近
く
に
仕
え
る
者
。 

※
註
記
７
：
紳
は
、
中
国
の
朝
廷
官
人
が
身
に
つ
け
る
朝
服
の
白
い
帯
。
端
の
余
り
は
垂
ら
し
て
飾
り
に

す
る
。 



※
註
記
８
：
入
瓶
は
、
瓶
に
も
入
る
よ
う
な
不
思
議
な
法
力
を
も
っ
た
、
の
意
。 

※
註
記
９
：
小
師
は
、
幼
い
僧
侶
。 

※
註
記
１
０
：
驥
騄
は
、
一
日
千
里
を
駆
け
る
足
の
速
い
馬
。 

※
註
記
１
１
：
四
事
は
、
衣
服
・
臥
具
・
飲
食
・
湯
薬
。 

※
註
記
１
２
：
進
具
は
、
具
足
戒
に
進
む
年
令
。
二
十
才
。 

※
註
記
１
３
：
照
雪
は
、
中
国
の
故
事
「
蛍
雪
の
功
」
で
有
名
な
、
東
晋
か
ら
南
朝
宋
に
か
け
て
の
官
吏
・

孫
康
が
、
油
が
な
く
て
灯
り
が
灯
せ
ず
、
雪
明
り
で
読
書
を
し
た
こ
と
。 

※
註
記
１
４
：
教
海
は
、
海
の
よ
う
に
広
く
深
い
教
え
。 

※
註
記
１
５
：
脣
吻
は
、
く
ち
び
る
。 

 

●
本
文
：
五
部
觀
鏡 

照
曜
靈
䑓 

洪
鐘
之
響 

隨
機
巻
舒 

空
谷
之
應 

逐
器
行
藏 

始
則 

四

分
秉
法 

後
則 

三
密
灌
頂 
彌
天
辨
鋒 

不
能
交
刃 

炙
輠
智
象 

誰
敢
極
底 

書
き
下
し
：
五
部
の
觀か

ん

鏡
き
ょ
う

、
靈
䑓
に
照
曜
す
。
洪こ

う

鐘
し
ょ
う

の
響
、
機
に
隨
い
巻
舒

け
ん
じ
ょ

し
、
空
谷

く
う
こ
く

の
應
じ
、
器
に
逐

し
た
が

っ
て
行
藏

こ
う
ぞ
う

す
。
始

は
じ
め

は
則
ち
四
分

し

ぶ

ん

を
法
に
秉と

り
、
後
は
則
ち
三
密
灌
頂
な
り
。
彌
天

み

て

ん

の
辨べ

ん

鋒ぽ
う

は
刃
を
交
え

る
こ
と
能
わ
ず
、
炙
輠

し

ゃ

か

の
智
象
も
誰
か
敢
え
て
底
を
極
め
ん
。 



私
訳
：
五
部
の
観
智
（
大
円
鏡
智
な
ど
五
智
）
の
鏡
は
（
恵
果
和
尚
の
）
心
魂
の
蓮
台
を
照
ら
し
輝
い
た
。

大
き
な
梵
鐘
の
響
き
は
（
聞
く
人
の
）
機
根
に
従
っ
て
伸
縮
し
、
ひ
と
気
の
な
い
谷
の
反
響
は
（
聞
く

人
の
）
器
量
に
応
じ
て
行
き
わ
た
り
隠
れ
も
す
る
。
（
和
尚
は
）
始
め
は
四
分
律
を
仏
法
と
し
、
後
に

は
三
密
瑜
伽
と
灌
頂
（
を
学
ぶ
こ
と
）
だ
っ
た
。
釈
道
安
の
弁
舌
は
切
っ
先
は
、
刃
を
交
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
斉
の
淳
于
髠
の
弁
舌
・
知
謀
も
、
誰
が
敢
え
て
（
和
尚
の
器
量
の
）
底
を
極
め
ら
れ
よ
う
か
。 

 

※
註
記
１
：
五
部
は
、
金
剛
界
の
五
部
。
仏
部
・
金
剛
部
・
宝
生
部
・
蓮
華
部
・
羯
磨
部
。 

※
註
記
２
：
觀
鏡
は
、
五
部
の
五
智
を
鏡
に
喩
え
る
。 

※
註
記
３
：
洪
鐘
は
、
大
き
な
鐘
。 

※
註
記
４
：
機
は
、
機
根
、
素
質
、
器
量
、
能
力
。 

※
註
記
５
：
巻
舒
は
、
伸
縮
、
進
退
。 

※
註
記
６
：
空
谷
は
、
ひ
と
気
の
な
い
寂
し
い
谷
。 

※
註
記
７
：
行
藏
は
、
行
き
わ
た
る
こ
と
と
隠
れ
る
こ
と
。 

※
註
記
８
：
四
分
は
、
四
分
律
。 

※
註
記
９
：
彌
天
は
、
東
晋
の
僧
釈
道
安
（
仏
図
澄
の
弟
子
）
の
こ
と
。
道
安
が
習

し
ゅ
う

鑿さ
く

歯し

（
東
晋
時
代
の

歴
史
家
・
政
治
家
）
と
の
会
見
で
「
弥
天
（
空
に
遍
き
）
釈
道
安
」
と
言
い
、
「
四
安
（
天
下
に
聞
え

し
）
習
鑿
歯
」
と
習
鑿
歯
が
応
じ
た
逸
話
か
ら
。 



※
註
記
１
０
：
辨
鋒
は
、
弁
舌
の
切
っ
先
。 

※
註
記
１
１
：
炙
輠
の
智
象
は
、
車
の
油
つ
ぼ
（
輠
）
を
炙
る
こ
と
。
斉
の
威
王
に
仕
え
た
「
稷
下
（
し

ょ
く
か
）
の
学
士
」
の
一
人
の
弁
舌
家
・
淳
于
髠
（
じ
ゅ
ん
う
こ
ん
）
の
こ
と
。
輠
は
車
が
き
し
ま
な

い
た
め
の
潤
滑
油
を
入
れ
て
お
く
油
つ
ぼ
。
こ
れ
を
炙
る
と
だ
ん
だ
ん
油
は
気
化
し
て
な
く
な
っ
て
い

く
の
だ
が
、
淳
于
髠
の
弁
舌
・
知
謀
は
「
い
く
ら
炙
っ
て
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
故
事
。 

※
註
記
１
２
：
底
は
、
恵
果
和
尚
の
器
量
の
底
、
の
意
。 

 

●
本
文
：
是
故 

三
朝
尊
之 

以
爲
國
師 

四
衆
禮
之 

以
受
灌
頂 

若
乃 

旱
魃
焦
葉 

召
那
伽

以
滂
沱 

商
羊
決
堤 
駈
迦
羅 

以
杲
々
矣 

其
感
不
移
晷 

其
驗
同
在
掌 

皇
帝
皇
后 

崇
其

增
益 

瓊
枝
玉
葉 

伏
其
降
魔 

斯
乃 

大
師
慈
力
之
所
致
也 

縱
使 

財
帛
接
軫 

田
園
比
頃 

 

有
受
无
貯 

不
屑
資
生 

或
建
大
曼
荼
羅 

或
修
僧
伽
藍
處 

濟
貧
以
財 

導
愚
以
法 

以
不
積

財
爲
心 

以
不
慳
法
爲
性 

書
き
下
し
：
是
の
故
に
、
三
朝
は
之
を
尊
び
以
っ
て
國
師
と
爲
し
、
四
衆
は
之
に
禮
し
て
以
っ
て
灌

頂
を
受
く
。
若
し
乃
ち
、
旱
魃
の
葉
を
焦
さ
ば
那
伽

な

が

を
召
い
て
以
っ
て
滂
沱

ぼ

う

だ

し
、

商
し
ょ
う

羊よ
う

堤
つ
つ
み

を
決け

っ 

す
れ
ば
迦か

羅ら

を
駈
っ
て
以
っ
て
杲
々

ご
う
ご
う

た
ら
ん
。
其
の
感
は
晷か

げ

を
移
さ
ず
、
其
の
驗げ

ん

は
掌
に
在
る
に



同
じ
。
皇
帝
皇
后
は
其
の
增
益

ぞ
う
や
く

を
崇
び
、
瓊け

い

枝し

玉
葉

ぎ
ょ
く
よ
う

は
其
の
降
魔

ご

う

ま

に
伏
す
。
斯
れ
乃
ち
、
大
師
の

慈
力
の
致
す
所
な
り
。
縱
使

た

と

え

、
財
帛

ざ
い
は
く

の
軫し

ん

に
接
し
田
園
の
頃け

い

を
比
べ
る
と
も
、
受
く
る
こ
と
有
る

も
貯
え
る
こ
と
無
し
。
資
生

し

せ

い

を
屑
に
せ
ず
、
或
い
は
大
曼
荼
羅
を
建
て
、
或
い
は
僧
伽
藍
處

そ
う
が
ら
ん
し
ょ

を
修

す
。
貧
を
濟
う
に
財
を
以
て
し
、
愚
を
導
く
に
法
を
以
て
す
。
財
を
積
ま
ざ
る
を
以
て
心
と
爲
し
、

法
を
慳お

し
ま
ざ
る
を
以
て
性
と
爲
す
。 

私
訳
：
こ
の
よ
う
に
し
て
、
代
宗
・
徳
宗
・
順
宗
の
三
代
は
こ
れ
（
恵
果
和
尚
）
を
尊
重
し
て
皇
帝
の
師

（
国
師
）
と
し
、
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
は
和
尚
に
拝
礼
し
て
潅
頂
を
受
け
た
。
も
し
も
、

日
照
り
が
木
々
の
葉
を
焦
が
す
よ
う
で
あ
れ
ば
龍
を
招
い
て
大
雨
を
降
ら
せ
、
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る

と
舞
う
鳥
（
＝
大
雨
）
が
河
の
堤
防
を
決
壊
さ
せ
れ
ば
、
神
鳥
ガ
ル
ー
ダ
を
か
り
た
て
て
天
空
を
明
る

く
す
る
。
和
尚
の
心
の
動
き
は
日
蔭
を
（
求
め
て
あ
ち
こ
ち
と
）
移
動
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
功
験
は
掌
中
に
あ
る
よ
う
に
自
在
で
あ
る
。
皇
帝
や
皇
后
も
和
尚
の
増
益
法
を
崇
敬
し
、
皇
帝
の

一
族
は
和
尚
の
調
伏
法
に
平
身
低
頭
し
た
。
た
と
い
、
お
金
や
絹
物
が
次
々
と
届
き
、
田
畑
の
面
積
を

比
べ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
も
、
受
取
り
は
す
る
が
貯
め
な
か
っ
た
。
生
活
用
具
を
ム
ダ
に
せ
ず
、

あ
る
い
は
絵
図
の
マ
ン
ダ
ラ
（
大
曼
荼
羅
）
を
建
立
し
、
あ
る
い
は
寺
院
を
修
繕
し
た
。
貧
し
い
人
を



救
済
す
る
に
は
金
銭
に
よ
り
、
仏
道
に
帰
依
し
な
い
人
を
導
く
に
は
仏
法
を
用
い
た
。
金
銭
を
貯
め
な

い
こ
と
を
心
と
し
、
仏
法
を
惜
し
ま
ず
用
い
る
こ
と
を
本
性
と
し
た
。 

 

※
註
記
１
：
三
朝
は
、
代
宗
・
徳
宗
・
順
宗
の
三
代
。 

※
註
記
２
：
四
衆
は
、
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
。 

※
註
記
３
：
那
伽
は
、
ナ
ー
ガ
（N

qg
a

）
。
龍
。 

※
註
記
４
：
滂
沱
は
、
大
雨
を
が
降
る
さ
ま
。 

※
註
記
５
：
商
羊
は
、
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
と
舞
う
と
い
う
伝
説
上
の
鳥
。 

※
註
記
６
：
迦
羅
は
、
ガ
ル
ー
ダ
（
ガ
ル
ダ 

G
aru

f
a

）
、
金
翅
鳥
。
イ
ン
ド
神
話
の
鳥
。 

※
註
記
７
：
杲
々
は
、
日
の
光
の
明
る
い
さ
ま
。 

※
註
記
８
：
晷
は
、
日
蔭
。 

※
註
記
９
：
驗
は
、
功
験
、
霊
験
。
し
る
し
。 

米
註
記
１
０
：
増
益
は
、
密
教
修
法
の
一
つ
の
増
益
法
。
本
尊
の
仏
德
の
利
益
倍
増
を
祈
る
念
誦
法
。 

※
註
記
１
０
：
瓊
枝
玉
葉
は
、
瓊
が
光
り
輝
く
玉
で
、
枝
・
葉
は
子
孫
の
喩
え
。
皇
帝
以
下
そ
の
一
族
。 

※
註
記
１
１
：
降
魔
は
、
密
教
修
法
の
一
つ
の
調
伏
法
。
本
尊
の
仏
徳
に
よ
っ
て
仏
道
に
帰
依
し
な
い
邪

魔
外
道
を
降
伏
さ
せ
化
導
す
る
念
誦
法
。 

※
註
記
１
２
：
財
帛
は
、
お
金
と
絹
物
。 

※
註
記
１
３
：
接
軫
は
、
軫
が
車
の
横
木
。
車
の
横
木
に
く
っ
つ
く
こ
と
＝
次
々
と
続
く
さ
ま
。 



※
註
記
１
４
：
頃
は
、
田
畑
の
面
積
。
百
畝
。 

※
註
記
１
５
：
資
生
は
、
生
活
用
具
。 

※
註
記
１
６
：
大
曼
荼
羅
は
、
絵
図
で
画
か
れ
た
曼
荼
羅
。 

※
註
記
１
７
：
僧
伽
藍
處
は
、
寺
院
。 

 

●
本
文
：
故
得 
若
尊
若
卑 

虚
往
實
歸 

自
近
自
遠 

尋
光
集
會
矣 

訶
陵
辨
弘 

經
五
天
而
接

足 

新
羅
惠
日 
渉
三
韓
而
頂
戴 

剱
南
則
惟
上 

河
北
則
義
圓 

欽
風
振
錫 

渇
法
負
笈 

 

若
復 

印
可
紹
構
者 

義
明
供
奉
其
人
也 

不
幸
求
車 

滿
公
當
之
也 

沐
一
子
之
顧 

蒙
三
密

之
教 

則
智
璨
玫
壹
之
徒 

操
敏
堅
通
之
輩 

竝
皆 

入
三
昧
耶 

學
瑜
伽 

持
三
祕
密 

達
毘

鉢 

或
作
一
人
師 

或
爲
四
衆
依 

法
燈
滿
界 

流
派
遍
域 

斯
蓋 

大
師
之
法
施
也 

書
き
下
し
：
故
に
、
若
し
は
尊
若
し
は
卑
、
虚
し
く
往
い
て
實
ち
て
歸
る
。
近
き
よ
り
遠
き
よ
り
、
光
を

尋
ね
て
集
會

し

ゅ

え

す
る
こ
と
を
得
た
り
。
訶か

陵
り
ょ
う

の
辨
弘
は
五
天
を
經
て
接せ

っ

足そ
く

し
、
新
羅
の
惠
日
は
三
韓
を
渉わ

た

っ
て
頂
戴
す
。
剱け

ん

南な
ん

に
は
則
ち
惟い

上
し
ょ
う

、
河
北
に
は
則
ち
義
圓

ぎ

え

ん

、
風
を
欽

う
や
ま

っ
て
錫

し
ゃ
く

を
振
い
、
法
を
渇

む
さ
ぼ

っ

て
笈お

い

を
負
う
。
若
し
復
た
、
印
可

い

ん

か

紹
構

し
ょ
う
こ
う

せ
し
者
は
、
義ぎ

明
み
ょ
う

供
奉

ぐ

ぶ

其
の
人
な
り
。
不
幸
に
し
て
車
を
求



む
る
は
滿
公

ま
ん
こ
う

之
に
當
る
な
り
。
一
子
の

顧
か
え
り
み

に
沐も

く

し
、
三
密
の
教
を
蒙

こ
う
む

る
は
則
ち
智
璨
玫
壹

ち
さ
ん
ば
い
い
ち

の

徒
と
も
が
ら

、

操
敏
堅
通

そ
う
び
ん
け
ん
つ
う

之

輩
と
も
が
ら

、
竝
ん
で
皆
、
三
昧
耶

さ

ん

ま

や

に
入
り
瑜
伽
を
學
び
、
三
祕
密
を
持
し
て
毘び

鉢は

に
達
す
。
或

い
は
一
人

い
ち
じ
ん

の
師
と
な
り
、
或
い
は
四
衆
の
依
と
な
る
。
法
燈
は
界
に
滿
ち
、
流
派
は
域
に
遍
し
。
斯
れ

蓋
し
大
師
の
法
施

ほ

う

せ

な
り
。 

私
訳
：
故
に
、
尊
卑
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
も
期
待
せ
ず
に
往
っ
て
み
た
と
こ
ろ
心
満
た
さ
れ
て
帰
る
、
と

言
う
よ
う
に
、
（
国
の
内
外
か
ら
）
遠
近
を
問
わ
ず
、
光
（
恵
果
和
尚
）
を
尋
ね
て
（
多
く
の
弟
子
が
）

集
っ
て
き
た
。
ジ
ャ
ワ
中
部
の
辨
弘
は
東
方
・
西
方
・
南
方
・
北
方
・
中
央
の
い
ず
れ
も
渉
猟
し
て
師

の
足
元
に
頭
を
つ
け
、
新
羅
の
恵
日
は
馬
韓
・
弁
韓
・
辰
韓
の
三
韓
を
歩
き
ま
わ
っ
て
密
法
を
受
持
し
、

昔
の
梁
州
（
四
川
省
）
か
ら
は
惟
上
（
惟
尚
）
、
河
北
か
ら
は
義
圓
が
和
尚
の
教
風
を
敬
っ
て
求
法
の

旅
路
に
つ
き
、
密
法
を
渇
望
し
て
笈
（
経
巻
や
書
物
を
入
れ
る
竹
で
編
ん
だ
背
負
い
箱
）
を
背
負
っ
た
。

あ
る
い
は
ま
た
、
和
尚
か
ら
秘
印
秘
明
を
伝
授
さ
れ
構
え
（
密
法
）
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
人
は

内
供
奉
僧
の
義
明
そ
の
人
で
あ
り
、
孔
子
の
高
弟
・
顔
回
が
死
ん
だ
時
、
貧
し
さ
の
あ
ま
り
父
の
顔
路

が
孔
子
の
車
で
棺
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
請
う
た
と
い
う
故
事
は
、
（
早
逝
し
た
）
義
満
が
こ
れ
に
当

る
。
一
子
相
伝
の
恩
顧
に
浴
し
て
三
密
の
法
を
授
け
ら
れ
た
の
は
義
智
・
文
璨
・
義
玫
・
義
壹
と
い
う



門
弟
、
さ
ら
に
義
操
・
義
敏
・
行
堅
・
円
通
と
い
う
同
輩
で
あ
る
、
皆
同
様
に
三
昧
耶
に
入
っ
て
瑜
伽

（
観
法
）
を
学
修
し
、
三
密
加
持
し
て
毘
鉢
舎
那
（
ヴ
ィ
パ
シ
ュ
ヤ
ナ
ー
、
観
）
に
達
す
。
（
彼
ら
が
）

或
い
は
皇
帝
の
師
と
な
り
、
或
い
は
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
依
り
所
と
な
る
。
法
灯
は

世
界
に
満
ち
、
法
流
は
国
内
に
遍
満
し
た
。
こ
れ
は
大
師
の
仏
法
の
施
し
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
虚
往
實
歸 

※
註
記
２
：
尋
光
は
、
光
が
惠
果
和
尚
の
こ
と
。 

※
註
記
３
：
訶
陵
は
、
昔
の
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
国
。
訶
陵
と
い
う
名
は
イ
ン
ド
ベ
ン
ガ
ル
州
の
カ
リ
ン
ガ

王
国
（
羯

伽
）
に
由
来
す
る
と
い
う
。 

※
註
記
４
：
辨
弘
は
、
恵
果
和
尚
の
弟
子
。 

※
註
記
５
：
五
天
は
、
東
・
西
・
南
・
北
・
中
央
。 

※
註
記
６
：
接
足
は
、
恵
果
和
尚
の
足
に
頭
を
つ
け
て
拝
礼
す
る
こ
と
。 

※
註
記
７
：
惠
日
、
恵
果
和
尚
の
弟
子
。 

※
註
記
８
：
三
韓
は
、
南
朝
鮮
に
あ
っ
た
馬
韓
・
弁
韓
・
辰
韓
。 

※
註
記
９
：
頂
戴
は
、
密
教
を
受
法
す
る
、
の
意
。 

※
註
記
１
０
：
剱
南
は
、
昔
の
梁
州
。
現
在
の
陝
西
省
南
部
と
四
川
省
の
大
部
分
。 

※
註
記
１
１
：
惟
上
、
恵
果
和
尚
の
弟
子
、
惟
尚
。 

※
註
記
１
２
：
義
圓
は
、
恵
果
和
尚
の
高
弟
。 



※
註
記
１
３
：
義
明
は
、
恵
果
和
尚
の
第
一
の
高
弟
。 

※
註
記
１
４
：
供
奉
は
、
内
供
奉
僧
。
宮
中
の
内
道
場
（
国
家
鎮
護
を
祈
る
密
教
祈
祷
道
場
）
に
奉
仕
す
る
僧

侶
。 

※
註
記
１
５
：
求
車
は
、
孔
子
の
高
弟
・
顔
回
（
顔
淵
）
。
清
貧
に
甘
ん
じ
、
早
逝
。
顔
回
が
死
ん
だ
時
、
貧
し
さ

の
あ
ま
り
、
父
の
顔
路
が
孔
子
の
車
で
棺
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
請
う
た
、
と
い
う
故
事
（
『
論
語
』
先
進
第

十
一
） 

※
註
記
１
６
：
滿
公
は
、
義
満
。
恵
果
和
尚
の
弟
子
。 

※
註
記
１
７
：
智
璨
玫
壹
は
、
義
智
・
文
璨
・
義
玫
・
義
壹
。 

※
註
記
１
８
：
操
敏
堅
通
は
、
義
操
・
義
敏
・
行
堅
・
円
通
。 

※
註
記
１
９
：
三
昧
耶
は
、
密
教
で
言
う
サ
マ
ヤ
（sam

ay
a

）
。
潅
頂
を
受
け
、
曼
荼
羅
壇
で
投
華
得
仏
し
、
そ

の
尊
の
秘
印
秘
明
を
受
持
し
て
不
二
一
体
（平
等
）に
な
る
こ
と
。 

※
註
記
２
０
：
毘
鉢
は
、
毘
鉢
舎
那
（
ヴ
ィ
パ
シ
ュ
ヤ
ナ
ー
（vip

a1y
an

q

））
、
止
観
の
観
。 

※
註
記
２
１
：
一
人
は
、
皇
帝
・天
子
。 

 

●
本
文
：
從
辭
親
就
師 

落
飾
入
道 

浮
曩
不
借
他 

油
鉢
常
自
持 

松
竹
堅
其
心 

氷
霜
瑩
其
志

四
儀
不
肅
而
成 

三
業
不
護
而
善 

大
師
之
尸
羅 

於
此
盡
美
矣 

經
寒
經
暑 

不
告
其
苦 

遇

飢
遇
疾 

其
業
不
退 

四
上
持
念 

四
魔
請
降 
十
方
結
護 

十
軍
面
縛 

能
忍
能
勤 

我
師
之

所
不
讓
也 

遊
法
界
宮 

觀
胎
蔵
之
海
會 

入
金
剛
界 
禮
遍
智
之
麻
集 

百
千
陀
羅
尼 

貫
之



一
心 

萬
德
曼
荼
羅 

布
之
一
身 

若
行
若
坐 

道
場
卽
變 

在
眠
在
覺 

觀
智
不
離 

書
き
下
し
：
親
を
辭
し
師
に
就
き
、
落
飾

ら
く
し
ょ
く

し
て
道
に
入
り
て
從
り
、
浮
曩

ふ

の

う

を
他
に
借
り
ず
、
油ゆ

鉢は
つ

を
常
に

自
ら
持
す
。
松
竹
は
其
心
を
堅
く
し
、
氷
霜
は
其
志
を
瑩み

が

く
。
四し

い

儀ぎ

は

肅
つ
つ
し
む

ま
ず
し
て
成
り
、
三
業
は

護
ら
ず
し
て
善
し
。
大
師
の
尸し

羅ら

此こ
こ

に
於
い
て
美
を
盡
す
。
寒
を
經
暑
を
經
る
も
其
の
苦
を
告
げ
ず
、

飢
に
遇
い
疾
に
遇
う
も
其
の
業
を
退

し
り
ぞ

か
せ
ず
。
四
上

し
じ
ょ
う

し
持じ

念ね
ん

し
て
四
魔

し

ま

は
降
を
請
い
、
十
方
を
結
護 

し
て
十
軍
を
面め

ん

縛ば
く

す
。
能
く
忍
び
能
く
勤
む
。
我
が
師
の
讓
ら
ざ
る
所
な
り
。
法
界
宮
に
遊
び
、
胎
蔵

の
海
會
を
觀
じ
、
金
剛
界
に
入
り
、
遍
智
の
麻
集

ま
し
ゅ
う

を
禮
す
。
百
千
の
陀
羅
尼
、
之
を
一
心
に
貫
き
、
萬

德
の
曼
荼
羅
、
之
を
一
身
に
布し

く
。
若
し
く
は
行
じ
若
し
く
は
坐
し
、
道
場
卽
ち
變
ず
。
眠
り
に
在
れ

ど
覺
り
に
在
れ
ど
、
觀
と
智
は
離
れ
ず
。 

私
訳
：
親
元
を
離
れ
師
に
師
事
し
、
剃
髪
し
て
仏
道
に
入
っ
て
よ
り
、
持
戒
す
る
こ
と
自
ら
堅
く
守
り
、

正
念
を
常
に
自
ら
持
し
た
。
節
操
は
そ
の
心
を
堅
固
に
し
、
清
潔
さ
は
そ
の
志
を
磨
い
た
。
行
・
住
・



坐
・
臥
は
慎
ま
し
く
し
な
く
て
も
自
ず
か
ら
調
い
、
身
・
口
・
意
は
過
誤
に
気
を
つ
け
な
く
と
も
正
常

だ
っ
た
。
大
師
の
戒
律
は
こ
こ
に
至
っ
て
讃
美
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
寒
い
時
も
暑
い
時
も

そ
の
辛
さ
を
口
に
せ
ず
、
空
腹
の
と
き
も
病
気
の
時
も
仏
行
を
や
め
な
か
っ
た
。
後
夜
・
日
中
・
初
夜
・

夜
半
に
上
堂
し
て
念
誦
法
を
怠
ら
ず
、
煩
悩
魔
・
五
蘊
魔
・
死
魔
・
天
魔
は
降
伏
す
る
こ
と
を
願
い
出
、

四
方
・
四
隅
・
上
下
の
十
方
を
結
界
し
、
欲
・
憂
愁
・
飢
渇
・
渇
愛
・
睡
眠
・
怖
畏
・
疑
悔
・
瞋
恚
・

利
養
虚
称
・
自
高
蔑
人
の
十
魔
軍
（
煩
悩
）
を
捕
縛
し
た
。
よ
く
忍
耐
し
よ
く
励
む
こ
と
は
、
我
が
師

の
誰
に
も
負
け
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
日
如
来
の
宮
殿
に
遊
び
（
大
日
如
来
と
一
体
に
な
り
）
、
胎
蔵

界
の
諸
尊
の
集
り
を
観
じ
、
金
剛
界
に
入
っ
て
無
数
の
（
大
日
如
来
の
）
遍
き
智
慧
に
拝
礼
を
し
た
。

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
陀
羅
尼
の
誦
持
を
一
心
腐
乱
に
貫
き
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
仏
徳
を
具
す
る

曼
荼
羅
を
一
身
に
置
き
換
え
た
。
も
し
く
は
行
い
も
し
く
は
坐
り
（
行
・
住
・
坐
・
臥
）
、（
す
べ
て
の

行
い
が
密
法
の
）
道
場
と
な
っ
て
変
現
す
る
。
眠
っ
て
い
る
時
で
も
サ
ト
リ
の
境
地
に
住
し
て
い
る
時

で
も
、
観
想
行
と
サ
ト
リ
の
智
慧
が
一
致
し
て
い
る
。 

 

※
註
記
１
：
落
飾
は
、
剃
髪
し
て
出
家
す
る
こ
と
。 

※
註
記
２
：
浮
曩
は
、
浮
き
袋
。
持
戒
の
喩
え
。 

※
註
記
３
：
油
鉢
は
、
正
念
。 

※
註
記
４
：
松
竹
は
、
冬
に
色
を
変
え
な
い
こ
と
か
ら
節
操
の
堅
固
な
こ
と
の
喩
え
。 

※
註
記
５
：
氷
霜
は
、
清
浄
な
こ
と
の
喩
え
。 



※
註
記
６
：
四
儀
は
、
行
・
住
・
坐
・
臥
。 

※
註
記
７
：
三
業
は
、
身
・
口
・
意
。 

※
註
記
８
：
尸
羅
は
、
戒
律
。 

※
註
記
９
：
四
上
は
、
後
夜
・
日
中
・
初
夜
・
夜
半
に
上
堂
し
勤
行
す
る
こ
と
。 

※
註
記
１
０
：
持
念
は
、
念
誦
法
を
怠
ら
な
い
こ
と
。 

※
註
記
１
１
：
四
魔
は
、
煩
悩
魔
・
五
蘊
魔
・
死
魔
・
天
魔
。 

※
註
記
１
２
：
結
護
は
、
結
界
。 

※
註
記
１
３
：
十
軍
は
、
『
大
智
度
論
』
巻
十
五
に
説
か
れ
る
「
十
魔
軍
」
。
欲
・
憂
愁

う
し
ゅ
う

・
飢
渇

け

か

ち

・
渇
愛
・

睡
眠
・
怖
畏

ふ

い

・
疑
悔

ぎ

け

・
瞋
恚

し

ん

に

・
利
養
虚
称

り
よ
う
こ
し
ょ
う

・
自
高

じ

こ

う

蔑
人

べ
つ
に
ん

。 

※
註
記
１
４
：
面
縛
は
、
捕
縛
す
る
こ
と
。 

※
註
記
１
５
：
法
界
宮
は
、
サ
ト
リ
の
世
界
の
中
心
、
す
な
わ
ち
大
日
如
来
の
宮
殿
。 

※
註
記
１
６
：
海
會
は
、
サ
ト
リ
の
智
慧
が
集
っ
て
い
る
海
。
諸
尊
が
集
っ
て
い
る
世
界
の
喩
え
。
界
会
。 

※
註
記
１
７
：
遍
智
は
、
大
日
如
来
の
遍
き
智
慧
。 

※
註
記
１
８
：
麻
集
は
、
ゴ
マ
が
集
る
さ
ま
の
よ
う
に
無
数
に
見
え
る
こ
と
。 

※
註
記
１
９
：
觀
智
は
、
観
（
観
想
行
）
と
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

 



●
本
文
：
是
以 

與
朝
日
而
驚
長
眠 

將
春
雷
以
抜
久
蟄 

我
師
之
禪
智 

妙
用
在
此
乎 

示
榮
貴 

 

導
榮
貴 

現
有
疾 

待
有
疾 

應
病
投
藥 

悲
迷
指
南 

常
告
門
徒
曰 

人
之
貴
者 

不
過
國
王

法
之
最
者 

不
如
密
蔵 

策
牛
羊
而
趣
道 

久
而
始
到 

駕
神
通
以
跋
渉 

不
勞
而
至 

諸
乘
與

密
藏 
豈
得
同
日
而
論
乎 

佛
法
之
心
随 

要
妙
斯
在
乎 

書
き
下
し
：
是
を
以
っ
て 

朝
日

ち
ょ
う
じ
つ

を
與
に
し
て
長
眠

じ
ょ
う
み
ん

を
驚
か
し
、
將は

た
春
雷
は
以
っ
て
久

蟄

き
ゅ
う
ち
ゅ
う

を
抜
く
。 

我
師
の
禪ぜ

ん

智ち

、
妙
用
此
に
在
ら
ん
。
榮
貴
を
示
し
て
榮
貴
を
導
き
、
有
疾

う

し

つ

を
現
じ
て
有
疾
を
待
つ
。
病

に
應
じ
て
投
藥
し
、
迷
い
を
悲
し
ん
で
指
南
す
。
常
に
門
徒
に
告
げ
て
曰
く
。
「
人
の
貴
き
は
國
王
に 

過
ぎ
ず
、
法
の
最
た
る
は
密
蔵
に
如
か
ず
。
牛
羊
に
策む

ち

し
て
道
に
趣
き
、
久
し
く
し
て
始
め
て
到
る
。 

神
通
を
駕が

と
し
以
っ
て
跋
渉

ば
っ
し
ょ
う

し
、
勞
せ
ず
し
て
至
る
。
諸
乘
を
密
藏
と
豈あ

に

同
日
に
論
ず
る
を
得
ん
や
。

佛
法
の
心
随
、
要
妙
斯こ

こ

に
在
ら
ん
。 

私
訳
：
こ
う
し
て
、
朝
日
が
昇
る
と
と
も
に
朝
寝
坊
（
煩
悩
）
を
驚
か
し
、
ま
た
春
雷
は
長
く
冬
ご
も
り

し
て
い
る
虫
の
度
肝
を
抜
く
。
我
が
師
の
三
密
瑜
伽
に
よ
る
智
慧
の
す
ぐ
れ
た
効
用
が
こ
こ
に
あ
る
。

財
産
や
地
位
を
示
し
、
そ
れ
を
求
め
る
者
は
財
産
や
地
位
に
導
き
、
病
人
に
実
際
な
り
病
人
を
待
っ
た
。



病
気
に
応
じ
て
薬
を
与
え
、
迷
い
を
悲
し
ん
で
解
決
の
道
を
教
え
た
。
常
に
弟
子
た
ち
に
（
次
の
よ
う

に
）
告
げ
て
言
っ
た
。
「
人
の
尊
さ
は
国
王
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
仏
法
で
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の

は
密
教
で
あ
る
。
牛
（
菩
薩
乗
）
や
羊
（
声
聞
乗
）
を
叱
咤
激
励
し
て
仏
道
に
専
念
し
、
長
く
励
ん
で

始
め
て
サ
ト
リ
に
至
る
の
だ
。
神
通
力
を
乗
り
物
と
し
て
山
や
川
を
渉
猟
し
、
苦
も
な
く
サ
ト
リ
に
至

っ
た
。
仏
教
の
諸
宗
の
教
え
と
密
教
を
は
た
し
て
同
日
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
。
仏
法
の

心
髄
、
す
な
わ
ち
肝
心
な
と
こ
ろ
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
長
眠
は
、
朝
寝
坊
。
煩
悩
の
喩
え
。 

※
註
記
２
：
久
蟄
は
、
長
く
冬
ご
も
り
し
て
い
る
虫
。 

※
註
記
３
：
榮
貴
は
、
財
産
と
身
分
・
地
位
。 

※
註
記
４
：
有
疾
は
、
病
人
。 

※
註
記
５
：
牛
羊
は
、
牛
が
菩
薩
乗
、
羊
が
声
聞
乗
の
喩
え
。 

※
註
記
６
：
神
通
は
、
仏
教
で
言
う
仏
・
菩
薩
が
持
っ
て
い
る
超
自
然
的
な
能
力
。
六
神
通
（
神
足
通
・

天
目
通
・
他
心
通
・
宿
命
通
・
天
眼
通
・
漏
尽
通
）
。
観
想
行
に
よ
っ
て
生
じ
る
。 

※
註
記
７
：
要
妙
は
、
要
諦
。
肝
心
な
も
の
。 

 

●
本
文
：
無
畏
三
蔵 

脱
躧
王
位 

金
剛
親
教 

浮
盃
來
傳 

豈
徒
然
哉 

從
金
剛
薩
埵 

稽
首
扣

寂 

師
々
相
傳 

于
今
七
葉
矣 

非
冒
地
之
難
得 

遇
此
法
之
不
易
也 

是
故 

建
胎
蔵
之
大
壇 



開
灌
頂
之
甘
露 

所
期 

若
天
若
鬼 

覩
尊
儀
而
洗
垢 

或
男
或
女 

嘗
法
味
而
蘊
珠 

一
尊
一

契 

證
道
之
徑
路 

一
字
一
句 

入
佛
之
父
母
者
也 

汝
等 

勉
之
々
々 

我
師
之
勸
誘 

妙
趣

在
茲
也 

夫
一
明
一
暗 

天
之
常
也 

乍
現
乍
歿 

聖
之
權
也 

常
理
寡
尤 

權
道
多
益 

書
き
下
し
：
無
畏
三
蔵
王
位
を
脱
躧

だ

っ

し

し
、
金
剛
の
親
教
盃
を
浮
べ
て
來
た
り
傳
わ
る
。
豈あ

に

徒
然

と

ぜ

ん

な
ら
ん
や
。

金
剛
薩
埵
、
稽
首

け
い
し
ゅ

し
て
寂
を
扣た

た

い
て
從
り
、
師
々
相
傳
し
て
今
に
し
て
七
葉

し
ち
よ
う

。
冒
地

ぼ

う

ち

の
得
難
き
に
非
ず
、

此
の
法
に
遇
う
こ
と
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
、
胎
蔵
の
大
壇
を
建
て
、
灌
頂
の
甘
露
を
開
く
。

期
す
る
所
は
、
若
し
く
は
天
、
若
し
く
は
鬼
、
尊
儀
を
覩み

て
洗せ

ん

垢く

し
、
或
い
は
男
、
或
い
は
女
、
法
味

ほ

う

み

を
嘗な

め
て
珠
を
蘊つ

む
。
一
尊
一
契け

い

は
證
道
の
徑
路
、
一
字
一
句
は
入
佛
の
父
母
た
る
者
な
り
。
汝
等
、

之
を
勉
め
よ
、
之
を
勉
め
よ
」
と
。
我
が
師
の
勸
誘
の
妙
趣
は
茲
に
在
る
な
り
。
夫
れ
、
一
た
び
明
ら

か
に
一
た
び
暗
き
は
天
の
常
な
り
。
乍

た
ち
ま

ち
現
わ
れ
乍
ち
歿
す
る
は
聖
の
權ご

ん

な
り
。
常
理
は
尤と

が

寡
す
く
な

く
權ご

ん

道ど
う

は
益
多
し
。 

 

私
訳
：
善
無
畏
三
蔵
は
王
位
を
未
練
な
く
捨
て
、
金
剛
智
三
蔵
の
密
教
は
船
を
浮
か
べ
て
来
た
り
、
（
『
金



剛
頂
経
』
系
の
密
教
が
）
伝
わ
っ
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
金
剛
薩
埵
が
頭
を
地
に
つ
け
て
拝

礼
し
寂
静
（
サ
ト
リ
の
境
地
）
を
た
ず
ね
て
か
ら
、
師
か
ら
師
へ
密
法
を
継
い
で
現
在
ま
で
で
七
代
。

サ
ト
リ
が
得
難
い
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
密
法
に
遭
う
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
し
て
、

胎
蔵
界
の
大
（
曼
荼
羅
）
壇
を
建
立
し
、
潅
頂
の
甘
露
の
法
水
を
（
受
者
の
）
頭
頂
に
注
い
だ
。
そ
の

目
的
は
、
天
龍
に
し
て
も
鬼
神
に
し
て
も
胎
蔵
界
の
諸
尊
像
を
見
て
心
の
垢
を
洗
い
、
男
で
も
女
で
も

密
法
の
妙
味
を
な
め
て
菩
提
心
を
積
み
た
く
わ
え
る
の
で
あ
る
。
一
仏
尊
と
そ
の
一
印
契
は
サ
ト
リ
へ

の
直
路
で
あ
り
、
一
字
の
種
字
一
句
の
真
言
は
本
尊
と
の
入
我
我
入
の
父
母
で
あ
る
。
お
前
た
ち
は
、

こ
の
法
を
勉
め
な
さ
い
、
こ
の
法
を
勉
め
な
さ
い
」
と
。
わ
が
師
の
勧
め
の
妙
味
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。

そ
れ
、
昼
は
明
る
く
な
り
夜
が
暗
く
な
る
の
は
自
然
の
常
で
あ
る
。
た
ち
ま
ち
に
現
わ
れ
た
ち
ま
ち
に

消
え
て
な
く
な
る
の
は
仏
の
仮
の
方
法
（
方
便
）
で
あ
る
。
不
変
の
真
理
に
は
過
誤
が
少
な
く
、
方
便

の
道
に
は
利
益
が
多
い
の
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
無
畏
三
蔵
は
、
『
大
日
経
』
の
漢
訳
や
『
大
日
経
疏
』
の
講
義
者
で
知
ら
れ
る
善
無
畏
三
蔵
。 

※
註
記
２
：
脱
躧
は
、
わ
ら
ぐ
つ
を
脱
ぐ
。
す
な
わ
ち
、
大
事
な
も
の
を
未
練
な
く
捨
て
る
こ
と
。 

※
註
記
３
：
金
剛
親
教
は
、
『
金
剛
頂
経
』
を
中
国
に
も
た
ら
し
た
金
剛
智
三
蔵
の
密
教
。 

※
註
記
４
：
盃
は
、
船
の
数
え
方
の
杯
に
通
じ
、
船
の
喩
え
。 

※
註
記
５
：
徒
然
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
、
漫
然
、
の
異
。 

※
註
記
６
：
稽
首
は
、
頭
を
地
に
つ
け
て
拝
礼
す
る
こ
と
。 



※
註
記
７
：
扣
寂
は
、
寂
静
（
サ
ト
リ
の
境
地
）
を
た
ず
ね
る
こ
と
。 

※
註
記
８
：
師
々
相
傳
は
、
師
か
ら
師
へ
法
を
伝
え
継
ぐ
こ
と
。 

※
註
記
９
：
七
葉
は
、
葉
は
世
・
代
。
七
代
。 

大
日
如
来
→
金
剛
薩
埵
→
龍
猛
→
龍
智
→
金
剛
智
→
不
空
→
恵
果
。 

※
註
記
１
０
：
冒
地
は
、
ボ
ウ
ジ
（b

o
d
h

i

）
、
菩
提
・
サ
ト
リ
。 

※
註
記
１
１
：
尊
儀
は
、
胎
蔵
曼
荼
羅
の
諸
尊
。 

※
註
記
１
２
：
法
味
は
、
密
法
の
妙
味
。 

※
註
記
１
３
：
珠
は
、
菩
提
心
の
喩
え
。 

※
註
記
１
４
：
蘊
は
、
積
み
た
く
わ
え
る
。 

※
註
記
１
５
：
契
は
、
契
印
、
印
相
、
印
。 

※
註
記
１
６
：
證
道
は
、
サ
ト
リ
。 

※
註
記
１
７
：
入
佛
は
、
入
我
我
入
。 

※
註
記
１
８
：
勸
誘
は
、
勧
め
。 

※
註
記
１
９
：
權
は
、
仮
の
姿
、
方
便
。 

※
註
記
２
０
：
常
理
は
、
不
変
の
真
理
。 

※
註
記
２
１
：
尤
は
、
咎
、
過
誤
、
過
ち
。 

※
註
記
２
２
：
權
道
は
、
方
便
の
道
。 

 



●
本
文
：
遂
乃 

以
永
貞
元
年
歳
在
乙
酉
極
寒
月
滿 

住
世
六
十 

僧
夏
四
十 

結
法
印
而
攝
念 

示
人
間
以
薪
盡
矣 

嗚
呼
哀
哉 

天
返
歳
星 

人
失
惠
日 

筏
歸
彼
岸 

溺
子
一
何
悲
哉 

醫
王

匿
迹 

狂
兒
馮
誰
解
毒 

嗟
呼
痛
哉 

簡
日
於
建
寅
之
十
七 

卜
塋
于
城
邙
之
九
泉 

斷
腸
埋
玉 

爛
肝
燒
芝 

書
き
下
し
：
遂
い
に
乃
ち
、
永え

い

貞て
い

元
年
、
歳と

し

乙
酉

い
つ
ゆ
う

に
在
り
し
極
寒
の
月
滿
ち
る
を
以
て
、
世
に
住
む
こ
と

六
十
、
僧そ

う

夏げ

四
十
、
法
印
を
結
ん
で
攝
念

し
ょ
う
ね
ん

し
、
人
間
に
示
す
に
薪
の
盡
く
る
こ
と
を
以
て
す
。
嗚
呼

あ

あ

、

哀か
な

し
い
か
な
。
天
は
歳
星
を
返
し
。
人
は
惠
日
を
失
い
、
筏
は
彼
岸
に
歸
る
。
溺
子
一

ひ
と
り

何
ぞ
悲
し
ま
ん

や
。
醫
王
は
迹
を
匿か

く

し
、
狂
兒
は
誰
に
馮よ

り
て
毒
を
解げ

せ
ん
。
嗟
呼

あ

あ

痛
ま
し
い
か
な
。
日
を
建け

ん

寅い
ん

の
十

七
に
簡え

ら

び
、
塋は

か

を
城
邙

じ
ょ
う
ぼ
う

の
九

き
ゅ
う

泉せ
ん

に
卜ぼ

く

す
。

腸
は
ら
わ
た

を
斷
っ
て
玉
を
埋
め
、
肝
を

爛
た
だ
ら
か

し
て
芝
を
燒
く
。 

私
訳
：
と
う
と
う
、
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）
、
乙
酉
の
歳
、
十
二
月
十
五
日
、
世
寿
六
十
才
、
僧
侶
と

し
て
四
十
年
、
胎
蔵
界
大
日
の
法
界
定
印
を
結
び
（
大
日
如
来
の
）
観
想
行
に
集
中
し
、
人
々
に

薪
（
煩
悩
）
が
燃
え
尽
き
る
（
無
余
涅
槃
に
入
る
）
の
を
示
し
た
。
あ
ゝ
何
と
哀
し
い
こ
と
か
。

天
は
和
尚
の
吉
星
（
吉
運
）
を
戻
し
、
人
は
智
慧
の
輝
き
を
失
い
、
衆
生
を
救
済
す
る
（
方
便
の
）



筏
（
和
尚
）
は
サ
ト
リ
の
世
界
（
彼
岸
）
に
帰
っ
た
。
煩
悩
の
海
に
溺
れ
る
衆
生
は
ど
う
し
て
た

だ
一
人
で
悲
し
む
だ
ろ
う
か
。（
応
病
与
薬
の
）
医
王
（
和
尚
）
は
そ
の
足
跡
を
隠
し
（
遷
化
し
）
、

迷
い
の
世
界
に
残
さ
れ
た
子
た
ち
（
弟
子
た
ち
）
は
誰
を
頼
り
に
し
て
（
病
毒
＝
煩
悩
）
を
解
毒

す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
あ
ゝ
、
痛
ま
し
い
か
な
。
（
然
る
と
こ
ろ
）
明
け
て
正
月
の
十
七
日
を

選
び
、
卜
占
し
て
長
安
北
方
の
墳
墓
地
の
泉
下
に
墓
を
定
め
、
断
腸
の
思
い
で
和
尚
（
の
亡
骸
）

を
埋
め
、
（
火
の
熱
で
）
肝
が
た
だ
れ
る
思
い
を
し
て
火
葬
し
た
。 

 

※
註
記
１
：
永
貞
元
年
は
、
八
〇
五
年
、
順
宗
の
世
。 

※
註
記
２
：
乙
酉
は
、
き
の
と
と
り
。 

※
註
記
３
：
極
寒
は
、
十
二
月
。 

※
註
記
４
：
月
滿
は
、
満
月
＝
十
五
日
。 

※
註
記
５
：
僧
夏
は
、
夏
が
一
年
に
一
度
の
夏
安
居
で
一
年
、
の
意
。 

※
註
記
６
：
法
印
は
、
胎
蔵
界
大
日
の
法
界
定
印
。 

※
註
記
７
：
攝
念
は
、
正
念
に
集
中
す
る
こ
と
。 

※
註
記
８
：
薪
盡
は
、
薪
が
煩
悩
で
、
煩
悩
（
生
命
欲
）
が
尽
き
る
こ
と
＝
無
余
涅
槃
。 

※
註
記
９
：
歳
星
は
、
木
星
の
こ
と
。
中
国
で
は
、
「
十
二
次
」
を
司
る
最
も
尊
い
星
。
吉
星
・
幸
運
星
。

道
教
で
は
神
格
化
さ
れ
た
天
形
星
。 

※
註
記
１
０
：
惠
日
は
、
智
慧
の
輝
き
。 



※
註
記
１
１
：
筏
は
、
彼
岸
に
渡
る
筏
。
六
波
羅
蜜
や
方
便
行
を
言
う
。
こ
こ
は
方
便
（
衆
生
救
済
）
の

筏
＝
恵
果
和
尚
。 

※
註
記
１
２
：
溺
子
は
、
煩
悩
の
海
に
溺
れ
る
衆
生
。 

※
註
記
１
３
：
醫
王
は
、
恵
果
和
尚
の
こ
と
。 

※
註
記
１
４
：
匿
迹
は
、
足
跡
を
隠
す
こ
と
。
遷
化
。 

※
註
記
１
５
：
狂
兒
は
、
迷
い
の
世
界
の
子
供
。
弟
子
た
ち
の
こ
と
。 

※
註
記
１
６
：
毒
は
、
貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
。 

※
註
記
１
７
：
建
寅
は
、
正
月
、
一
月
。 

※
註
記
１
８
：
塋
は
、
墓
。 

※
註
記
１
９
：
城
邙
は
、
長
安
北
方
の
墳
墓
地
。 

※
註
記
２
０
：
九
泉
は
、
幾
重
に
も
重
な
っ
た
地
の
底
＝
泉
下
・
黄
泉
・
冥
土
。 

※
註
記
２
１
：
卜
は
、
卜
占
。
占
っ
て
決
め
る
。 

※
註
記
２
２
：
玉
は
、
恵
果
和
尚
の
喩
え
。 

※
註
記
２
３
：
芝
は
、
恵
果
和
尚
の
喩
え
。 

 

●
本
文
：
泉
扉
永
閉 

愬
天
不
及 

荼
蓼
嗚
咽 

呑
火
不
滅 

天
雲
黲
々
現
悲
色 

松
風
瑟
々
含
哀
聲 

庭

際
菉
竹
葉
如
故 

隴
頭
松
檟
根
新
移 

烏
光
激
廻
恨
情
切 

蟾
影
斡
轉
攀
擗
新 

嗟
呼
痛
哉 

奈

苦
何 

弟
子
空
海 

顧
桑
梓 

則
東
海
之
東 

想
行
李 
則
難
中
之
難 

波
濤
萬
々 

雲
山
幾
千



也 

來
非
我
力 

歸
非
我
志 

招
我
以
鈎 

引
我
以
索 

泛
舶
之
朝 

數
示
異
相 

歸
帆
之
夕 

縷
説
宿
緣 

書
き
下
し
：
泉
扉

せ

ん

ぴ

永
く
閉
じ
、
天
に

愬
う
っ
た
え

る
に
及
ば
ず
。
荼と

蓼
り
ょ
う

に
嗚お

咽え
つ

し
、
火
を
呑
ん
で
滅
せ
ず
。
天
雲

は
黲 さ

ん

々
と
し
て
悲
色
を
現

あ
ら
わ

し
、
松
風
は
瑟
々

ひ
つ
ひ
つ

と
し
て
哀
聲
を
含
む
。
庭
際
の

菉
り
ょ
く

竹
、
葉
は
故
の
如
く
、 

隴
頭

ろ
う
と
う

の
松
檟

し
ょ
う
か

は
根
を
新
た
に
移
す
。
烏
光

う

こ

う

は
激
廻

げ
き
か
い

し
て
恨
情
切
な
り
、
蟾 ぜ

ん

影 え
い

は
斡
轉

あ
っ
て
ん

し
て
攀
擗

は
ん
へ
き

新
な
り
。

嗟
呼

あ

あ

痛
ま
し
い
か
な
。
苦
し
き
を
奈
何

い
か
に
せ
ん

や
。
弟
子
空
海
、
桑そ

う

梓し

を
顧
り
み
れ
ば
、
則
ち
東
海
の
東
、 

行
李

こ

う

り

を
想
え
ば
、
則
ち
難
中
の
難
な
り
。
波
濤
萬
々
、
雲
山
幾
千
な
り
。
來
れ
る
は
非
我
が
力
に
非
ず
、 

歸
る
も
我
が
志
に
非
ず
。
我
を
招
く
に
鈎
を
以
て
し
、
我
を
引
く
に
索
を
以
て
す
。
舶
を

泛
う
か
べ

た
る
の

朝
、

數
し
ば
し
ば

異
相
を
示
す
。
帆
を
歸
す
の
夕
、
宿
緣
を
縷
説

る

せ

つ

す
。 

私
訳
：
泉
下
の
扉
は
永
く
閉
り
、
（
開
け
て
く
れ
と
）
天
に
訴
え
て
も
仕
方
な
く
、
和
尚
の
死
に
嗚
咽
し

て
苦
し
み
を
飲
み
込
ん
で
も
（
苦
し
み
は
）
消
滅
し
な
い
。
天
の
雲
は
青
黒
く
な
っ
て
悲
し
み
の
色
を



現
わ
し
、
松
風
は
寂
し
く
吹
い
て
哀
し
み
の
声
を
含
ん
で
い
る
。
庭
先
の
緑
の
竹
は
い
つ
も
の
よ
う
に

葉
を
緑
色
に
繁
ら
せ
、
丘
に
上
の
お
墓
の
木
は
新
た
に
移
植
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
輪
（
太
陽
＝
日
中

の
時
間
）
は
さ
っ
さ
と
廻
っ
て
（
時
の
経
つ
速
さ
に
）
う
ら
め
し
さ
が
募
り
、
月
輪
（
月
＝
夜
の
時
間
）

は
転
が
る
よ
う
に
速
く
、
誰
か
に
す
が
り
胸
を
打
っ
て
悲
し
む
こ
と
の
く
り
返
し
で
あ
る
。
あ
ゝ
、
痛

ま
し
い
か
な
。
こ
の
苦
し
さ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
弟
子
空
海
は
、
故
郷
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
れ
ば

東
海
の
東
、
荷
物
籠
を
考
え
れ
ば
至
難
の
こ
と
だ
っ
た
。
東
シ
ナ
海
の
大
波
は
長
く
、
上
陸
後
の
雲
や

山
は
数
え
切
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
私
の
力
で
は
な
く
、
帰
れ
る
の
も
私
の
意
志
の

力
で
は
な
い
。
私
を
唐
に
招
き
引
い
て
く
れ
た
の
は
和
尚
が
、
金
剛
鈎
・
金
剛
索
・
金
剛
鎖
・
金
剛
鈴

の
四
摂
菩
薩
の
よ
う
に
、
鈎
と
索
を
以
て
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
乗
船
し
た
遣
唐
使
船
が
出
港
し

た
朝
、
し
ば
し
ば
不
思
議
な
吉
兆
現
象
が
あ
っ
た
。
船
を
帰
す
夕
、
前
世
か
ら
ず
っ
と
私
を
知
っ
て
い

た
と
い
う
因
縁
話
を
詳
し
く
説
い
て
く
れ
た
。 

 

※
註
記
１
：
泉
扉
は
、
黄
泉
の
入
口
の
扉
。
泉
下
。 

※
註
記
２
：
荼
蓼
は
、
荼
が
苦
菜
（
に
が
な
）
、
蓼
が
タ
デ
。
ど
ち
ら
も
苦
く
辛
い
こ
と
の
喩
え
。
転
じ

て
尊
敬
す
る
人
の
死
。 

※
註
記
３
：
火
は
、
苦
い
こ
と
の
喩
え
。 

※
註
記
４
：
黲
々
は
、
薄
青
黒
い
さ
ま
。 

※
註
記
５
：
瑟
々
は
、
風
が
寂
し
く
吹
く
さ
あ
ま
。 



※
註
記
６
：
菉
竹
は
、
青
竹
。 

※
註
記
７
：
隴
頭
は
、
丘
の
上
。 

※
註
記
８
：
松
檟
は
、
松
と
キ
サ
サ
ゲ
。
と
も
に
お
墓
に
植
え
ら
れ
る
た
め
お
墓
の
木
、
の
意
。 

※
註
記
９
：
烏
光
は
、
月
（
月
輪
）
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
太
陽
（
日
輪
）
の
烏
の
喩
え
。 

※
註
記
１
０
：
蟾
影
は
、
月
（
月
輪
）
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
。 

※
註
記
１
１
：
攀
擗
は
、
攀
は
誰
か
に
す
が
り
つ
く
こ
と
。
擗
は
胸
を
打
っ
て
悲
し
む
こ
と
。 

※
註
記
１
２
：
桑
梓
は
、
桑
と
梓
。
中
国
で
、
家
ご
と
に
桑
と
梓
を
垣
下
に
植
え
、
子
孫
に
残
し
て
養
蚕

と
器
具
用
と
に
供
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
を
見
れ
ば
父
母
を
思
う
、
と
い
う
意
味
。
転
じ
て
故
郷
。 

※
註
記
１
３
：
行
李
は
、
柳
や
竹
や
藤
で
編
ん
だ
物
入
れ
の
篭
。 

※
註
記
１
４
：
宿
緣
は
、
前
世
か
ら
恵
果
和
尚
が
空
海
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
因
縁
話
。 

※
註
記
１
５
：
縷
説
は
、
詳
し
く
説
く
。 

 

●
本
文
：
和
尚
掩
色
之
夜 

於
境
界
中 
告
弟
子
曰 

汝
未
知 

吾
與
汝 

宿
契
之
深
乎 

多
生
之

中 

相
共
誓
願 

弘
演
密
藏 

彼
此
代 
爲
師
資 

非
只
一
兩
度
也 

是
故 

勸
汝
遠
渉 

授
我

深
法 

受
法
云
畢 

吾
願
足
矣 

汝
西
土
也
接
我
足 

吾
也
東
生
入
汝
之
室 

莫
久
遲
留 

吾
在

前
去
也 

竊
顧
此
言 

進
退
非
我
能 

去
留
隨
我
師 

孔
宣
雖
泥
怪
異
之
説 

而
妙
幢
説
金
鼓
之

夢 

所
以 

擧
一
隅
示
同
門
者
也 

詞
徹
骨
髓 
誨
切
心
肝 

一
喜
一
悲 

胸
裂
腸
斷 

欲
罷
不

能 

豈
敢
韞
默 

雖
馮
我
師
之
德
廣 

還
恐 

斯
言
之
堕
地 

歎
彼
山
海
之
易
變 

懸
之
日
月
之



不
朽 

乃
作
銘
曰 

書
き
下
し
：
和
尚
掩え

ん

色
し
ょ
く

の
夜
、
境
界
の
中
に
お
い
て
、
弟
子
に
告
げ
て

曰
の
た
ま
わ

く
。
汝
未
だ
知
ら
ず
。
吾
と

汝
と
宿
契
の
深
き
こ
と
を
。
多
生
の
中
、
相
共
に
誓
願
し
弘
く
密
藏
を
演の

ぶ
。
彼

か
な
た

に
此こ

こ

に
代
り
て
師
資 

爲た

る
は
、
た
だ
一
兩
度
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
、
汝
に
遠
く
渉わ

た

る
こ
と
を
勸
め
、
我
が
深
法
を 

授
け
、
受
法
云こ

こ

に
畢お

わ

ん
ぬ
。
吾
が
願
い
は
足
り
ぬ
。
汝
は
西
土
に
し
て
我
が
足
に
接
す
。
吾
は
東
に
生

れ
汝
の
室
に
入
ら
ん
。
久
し
く
遲
留

ち
り
ゅ
う

す
る
こ
と
莫な

か

れ
、
吾
前
に
在
っ
て
去
ら
ん
」
と
。
竊

ひ
そ
か

に
此
の
言
を

顧
か
え
り
み

る
に
、
進
退
我
が
能
く
す
る
に
非
ず
。
去
留
我
が
師
に
隨
う
。
孔
宣

こ
う
せ
ん

は
怪
異
の
説
に
泥な

ず

む
と
雖
も
、 

妙
幢

み
ょ
う
ど
う

は
金
鼓
の
夢
を
説
く
。
所
以

ゆ

え

ん

は
、
一
隅
を
擧
げ
て
示
同
門
に
示
す
者
な
り
。
詞

こ
と
ば

骨
髓
に
徹
し
誨

お
し
え

心
肝
に
切
な
り
。
一
た
び
喜
び
一
た
び
悲
し
む
。
胸
は
裂
け
腸
を
斷
ち
、
罷や

む
こ
と
を
欲
し
て
能
わ
ず
、 



豈あ
に

敢
え
て
韞
默

う
ん
も
く

せ
ん
。
我
が
師
の
德
廣
き
に
馮よ

る
と
雖
も
還
っ
て
恐
る
。
斯
の
言
の
地
に
堕
ち
ん
こ
と

を
。
彼
の
山
海
の
變
じ
易
き
こ
と
を
歎
じ
、
之
を
日
月
の
不
朽
に
懸か

け
ん
。
乃
ち
銘
を
作
っ
て
曰
く
。 

私
訳
：
和
尚
が
遷
化
さ
れ
た
夜
、
幽
冥
の
境
に
お
い
て
、
和
尚
が
弟
子
に
告
げ
て
言
わ
れ
た
。
「
汝
は
、

私
と
汝
と
の
前
世
か
ら
の
契
り
が
深
い
こ
と
を
、
未
だ
知
ら
な
い
。
生
ま
れ
変
わ
り
の
な
か
で
、
共
に

誓
い
密
教
弘
法
の
た
め
に
密
法
を
説
い
た
。
彼
方
に
も
こ
こ
に
も
代
わ
る
代
わ
る
、
師
僧
と
弟
子
で
い

る
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
お
前
に
も
遠
く
唐
に
渡
っ
て
く
る
こ
と
を
勧
め
、
わ
が

深
き
法
を
授
け
、
受
法
は
も
う
終
わ
っ
て
い
る
。
私
の
願
い
は
も
う
充
分
達
せ
ら
れ
た
。
お
前
は
唐
土

に
き
て
私
の
足
に
接
し
て
く
れ
た
（
私
に
稽
首
頂
礼
し
て
く
れ
た
）
。
（
今
度
は
）
私
が
日
本
に
生
れ

て
お
前
の
室
に
入
ろ
う
で
は
な
い
か
。
（
だ
か
ら
）
こ
こ
に
長
く
居
る
こ
と
は
な
い
。
私
が
先
に
居
る

よ
う
も
う
行
こ
う
と
思
う
」
と
。 

密
か
に
こ
の
お
言
葉
を
顧
み
る
に
、
進
退
は
私
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
去
る
も
留
ま
る
も
わ
が
師

に
従
う
の
だ
。
孔
子
（
『
論
語
』
）
は
、
君
子
は
不
可
思
議
な
こ
と
は
口
に
し
な
い
と
（
世
俗
の
道
徳

ば
か
り
）
言
っ
て
（
神
秘
的
な
こ
と
に
は
）
ふ
ん
ぎ
り
が
つ
か
な
か
い
よ
う
で
あ
る
が
、
（
和
尚
に
教

え
ら
れ
た
）
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
は
、
妙
幢
菩
薩
（
地
蔵
菩
薩
）
は
婆
羅
門
仙
が
金
の
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
た
の
を
聞
い
て
、
そ
の
音
が
懺
悔
の
教
え
に
聞
こ
え
た
と
釈
尊
に
告
げ
た
と
こ
ろ
誉
め
ら
れ
た
、

と
い
う
夢
（
夢
譚
）
を
見
た
こ
と
（
神
秘
体
験
）
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
、
一
つ
の
考
え
を



挙
げ
て
そ
れ
を
他
の
同
門
の
弟
子
に
も
示
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。
師
の
言
葉
は
心
の
底
に
深
く
染
み
入

り
、
そ
の
教
え
は
肝
に
刻
み
込
む
も
の
な
の
で
あ
る
。
（
こ
う
し
て
、
和
尚
の
遺
言
を
思
い
出
せ
ば
）

悲
喜
こ
も
ご
も
で
、
胸
は
裂
け
腸
は
破
れ
、
そ
れ
が
止
む
こ
と
を
願
っ
て
も
止
ま
ず
、
そ
れ
を
ど
う
し

て
敢
え
て
隠
し
黙
っ
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
わ
が
師
の
徳
の
広
さ
に
よ
る
お
言
葉
な
の
に
、
返
っ
て

こ
の
お
言
葉
が
地
に
堕
ち
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
か
の
山
や
海
が
変
り
や
す
い
こ
と
を
歎
き
、

こ
れ
を
（
和
尚
の
お
言
葉
を
）
日
月
の
よ
う
に
朽
ち
な
い
も
の
に
託
し
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、
銘
文

を
作
っ
て
言
う
に
、 

 

※
註
記
１
：
掩
色
は
、
白
毫
の
色
を
隠
す
＝
釈
尊
の
涅
槃
、
高
僧
の
死
。
『
俱
舎
論
』
に
、
「
青
蓮
罷
笑 

白
毫
掩
色
」
と
あ
る
に
よ
る
。 

※
註
記
２
：
境
界
は
、
生
と
死
の
境
。
幽
冥
の
境
。 

※
註
記
３
：
多
生
は
、
生
ま
れ
変
わ
り
。 

※
註
記
４
：
孔
宣
は
、
孔
子
。 

※
註
記
５
：
泥
は
、
こ
だ
わ
る
、
な
ず
む
、
ふ
ん
ぎ
り
が
つ
か
な
い
。 

※
註
記
６
：
妙
幢
は
、
妙
幢
菩
薩
（
地
蔵
菩
薩
の
異
名
）
が
バ
ラ
モ
ン
の
金
鼓
を
打
っ
た
夢
を
見
た
、
と

い
う
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
（
夢
見
金
鼓
懴
悔
品
）
に
由
来
す
る
故
事
。 

※
註
記
７
：
韞
默
は
、
隠
し
黙
っ
て
い
る
こ
と
。 

 



●
本
文
：
生
也
無
邊 

行
願
莫
極 

麗
天
臨
水 

分
影
萬
德 

 
 
 

 

爰
有
挺
生 

人
形
佛
識 

毘
尼
密
藏 

呑
并
餘
力 

 
 
 

 

修
多
與
論 

牢
籠
胸
臆 

四
分
秉
法 

三
密
加
持 

 
 
 

 
國
師
三
代 

萬
類
依
之 

下
雨
止
雨 

不
日
卽
時 

 
 
 

 
所
化
緣
盡 

怕
焉
歸
眞 

惠
炬
已
滅 

法
雷
何
春 

 
 
 

 

梁
木
摧
矣 

痛
哉
苦
哉 

松
檟
封
閉 

何
劫
更
開 

書
き
下
し
：
生せ

い

は
也ま

た

無
邊
に
し
て
行

ぎ
ょ
う

願が
ん

極
ま
る
こ
と
な
し
。
天
に
麗

つ
ら
な

り
水
に
臨
ん
で
影
を
萬
德
に
分
つ
。 

 
 

 
 

 

爰こ
こ

に
生
を
挺ぬ

く
も
の
有
り
人
の
形
し
て
佛
の
識し

き

あ
り
。
毘
尼

び

に

と
密
藏
と
呑
み
并
わ
せ
餘
力
あ
り
。 

 
 

 
 

 

修し
ゅ

多た

と
論
と
胸
臆
に
牢ろ

う

籠ろ
う

す
。
四
分

し

ぶ

ん

を
法
に
秉と

り
三
密
加
持
す
。 

 
 

 
 

 

國
師
た
る
こ
と
三
代
、
萬
類
之
に
依
る
。
雨
を
下く

だ

し
雨
を
止や

む
、
日
な
ら
ず
し
て
卽
時
た
り
。 

 
 

 
 

 

所
化

し

ょ

け

の
緣
盡
き
怕
焉

は
く
え
ん

と
し
て
眞
に
歸
る
。
惠
炬

え

こ

已
に
滅
し
法
雷
何い

ず

れ
の
春
か
。 

 
 

 
 

 

梁
木

り
ょ
う
ぼ
く

摧く
だ

け
、
痛
ま
し
い
か
な
、
苦
し
い
か
な
。
松
檟

し
ょ
う
か

封
閉

ふ
う
へ
い

し
て
何
れ
の
劫こ

う

に
か
更
に
開
か
ん
。 



私
訳
：
生
類
（
衆
生
）
は
限
り
が
な
く
、
慈
悲
の
行
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
度
し
よ
う
と
す
る
願
い
は
尽
き

な
い
。
仏
法
に
連
な
り
、
衆
生
済
度
に
臨
ん
で
は
数
限
り
な
い
衆
生
の
心
に
応
じ
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
生
類
を
抜
き
ん
出
る
も
の
あ
っ
て
、
人
間
な
が
ら
仏
智
が
あ
る
。
律
蔵
と
密
法
を
身
に
つ
け
、

そ
れ
で
も
余
力
が
あ
る
。
経
蔵
と
論
蔵
を
胸
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
自
由
に
操
り
、
四
分
律
を
遵
奉
し

て
三
密
瑜
伽
を
修
す
る
。
三
代
の
皇
帝
（
代
宗
・
徳
宗
・
順
宗
）
の
師
で
あ
り
、
生
き
と
し
生
け
る
も

の
は
皆
こ
の
人
を
頼
る
。
（
不
可
思
議
な
霊
験
に
よ
っ
て
、
旱
魃
や
多
雨
の
時
に
は
人
々
の
た
め
に
）

雨
を
降
ら
せ
た
り
雨
を
止
め
た
り
、
そ
れ
も
日
数
を
措
か
ず
す
ぐ
に
で
あ
る
。
（
然
る
と
こ
ろ
、
和
尚

が
化
導
す
る
）
弟
子
や
そ
の
他
の
人
々
と
の
縁
が
尽
き
て
、
静
か
に
阿
字
の
ふ
る
さ
と
に
帰
ら
れ
た
。

智
慧
の
火
は
す
で
に
消
滅
し
、
春
雷
に
似
た
密
法
の
轟
は
何
時
の
春
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
国
の
梁
木
が

砕
け
て
し
ま
い
、
痛
ま
し
い
か
な
、
苦
し
い
か
な
。
お
墓
に
植
え
た
木
は
（
次
第
に
生
い
茂
り
、
和
尚

の
姿
を
）
隠
す
よ
う
に
封
じ
込
め
そ
う
で
、
限
り
な
い
時
間
の
い
つ
ま
た
開
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。 

 

※
註
記
１
：
行
願
は
、
慈
悲
の
行
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
度
し
よ
う
と
す
る
願
い
。 

※
註
記
２
：
天
は
、
日
月
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
不
朽
の
教
え
＝
仏
法
。 

※
註
記
３
：
水
は
、
人
々
の
ノ
ド
の
渇
き
を
う
る
お
す
意
味
で
、
衆
生
済
度
。 

※
註
記
４
：
分
影
は
、
衆
生
の
心
に
応
じ
て
済
度
す
る
、
の
意
。 

※
註
記
５
：
挺
生
は
、
挺
が
抜
き
ん
で
る
、
ず
ば
抜
け
た
、
の
意
。
生
は
生
類
。 

※
註
記
６
：
識
は
、
覚
識
、
サ
ト
リ
の
智
慧
。 



※
註
記
７
：
毘
尼
は
、
ヴ
ィ
ナ
ヤ
（v

in
ay

a

）
、
律
蔵
。 

※
註
記
８
：
修
多
は
、
修
多
羅
、
ス
ー
ト
ラ
（s[

tra

）
、
経
（
蔵
）
。 

※
註
記
９
：
論
は
、
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
（1qstra

）
、
論
蔵
。 

※
註
記
１
０
：
牢
籠
は
、
取
り
込
む
こ
と
、
自
分
の
も
の
し
て
自
由
に
操
る
こ
と
。 

※
註
記
１
１
：
四
分
は
、
『
四
分
律
』
。
も
と
も
と
部
派
仏
教
の
法
蔵
部
が
伝
持
し
た
律
蔵
。
日
本
に
は

鑑
真
和
尚
が
も
た
ら
し
東
大
寺
の
戒
壇
で
伝
え
た
。
入
唐
直
前
の
空
海
も
東
大
寺
で
受
戒
し
て
い
る
。

南
都
六
宗
の
律
宗
（
唐
招
提
寺
）
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
比
丘
の
二
五
〇
戒
（
初
戒
）
、
比
丘
尼
の

三
四
八
戒
と
受
戒
・
説
戒
・
安
居
・
自
恣
（
第
二
分
）
、
自
恣
の
補
足
の
皮
革
・
衣
・
薬
・
迦
絺
那
衣

（
か
ち
な
え
、
雨
安
居
の
あ
と
に
布
施
さ
れ
た
布
で
作
る
衣
）
な
ど
十
四
戒
（
第
三
分
）
、
房
舎
・
雑

の
二
戒
と
集
法
比
丘
五
百
人
・
七
百
集
法
毘
尼
・
調
部
・
毘
尼
増
一
（
第
四
分
）
。 

※
註
記
１
２
：
國
師
は
、
皇
帝
の
師
。 

※
註
記
１
３
：
所
化
は
、
和
尚
が
化
導
す
る
弟
子
や
そ
の
他
の
人
々
。 

※
註
記
１
４
：
怕
焉
は
、
怕
が
静
か
・
心
が
安
ら
か
、
の
意
。
焉
が
状
態
を
表
す
語
に
添
え
る
助
字
。 

※
註
記
１
５
：
眞
は
、
真
実
の
世
界
、
サ
ト
リ
の
世
界
。
阿
字
の
ふ
る
さ
と
。 

※
註
記
１
６
：
惠
炬
は
、
智
慧
の
灯
火
。 

※
註
記
１
７
：
法
雷
は
、
春
雷
が
土
の
な
か
の
虫
な
ど
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
に
喩
え
て
、
密
法
の
雷
鳴

（
教
え
）
で
人
々
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
。 

※
註
記
１
８
：
梁
木
は
、
家
屋
構
造
材
の
梁
（
は
り
）
。
こ
こ
は
、
国
家
の
梁
た
る
人
、
の
意
。 



※
註
記
１
９
：
松
檟
は
、
松
と
キ
サ
サ
ギ
。
お
墓
に
植
え
ら
れ
た
木
。 

※
註
記
２
０
：
封
閉
は
：
お
墓
に
植
え
ら
れ
た
木
（
の
葉
）
が
（
生
い
茂
っ
て
）
和
尚
を
隠
し
封
じ
込
め

て
い
る
よ
う
で
、
の
意
。 

  


